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ホンシメジの栽培が可能となって

ご存知のとおりきのこには腐生性のもの（腐朽

菌）と菌根性のもの（菌根菌）がある。菌根菌は，

生きた樹木の根に菌根という組織を形成し，それ

を経由して樹木の作った栄養を得ることのできる

仲間である。わが国の森林には数千種のきのこが

生息し，ざっとその半数が菌根性であるといわれ

ている。マツタケやアミタケ，世界の三大珍味の

1つのトリュフもこの仲間に属する。

菌根性きのこを寄主のない純粋培養下で栽培す

ること（人工栽培）は，限られた属のほんの数種

でしか成功していない。長年研究されているマツ

タケにしても，安定して栽培できる技術はまだな

い。わが国ではマツタケに次いでよく知られたホ

ンシメジ（現在市販されている“ほんしめじ’で

はない）も菌根性であるが，偶然にも数年前から

人工栽培が可能にな一）た。その栽培法は既にいろ

いろなところで発表させていただいたので（l‾4）

ここでは，それに至るまでの経緯や営利栽培化の

問題点などを紹介したい。

研究の経緯

全国各地，特に西日本の公立林業試験場では，

40年近く前から，マツタケの増産を目指した菌根

菌の研究が精力的に行われてきた。初期の研究は
マツタケの生態解明や生息環境の改善などの屋外

実験が中心であり，その成果としてマツタケ山の

手入れ法が確立されている。私が滋賀県森林セン

ターに就職した頃，各府県にはマツタケの神様の

ような人が何人もおられた。同じ分野の仕事をし

ていてはとうていかなわないので，あまりやって

いる人のない生理学的な仕事をすることに決め，

マツタケだけにこだわらずに各種の菌根菌の胞子

発芽や菌糸の培養法の改良などの細かい実験に取

り組んだ。ある先生から，“あなたの性格にぴっ

たりの仕事でしたね”なる評価をいただいた。と

うも外見と性格が混同されているような気がす

る。私は自分では相当おおさっばな人間だと思う

のだが。

それはともかく，このような仕事をして感じた

ことがいくつかあった。日本の菌根菌の研究では

マツタケを菌根菌の代表のように扱っていること

が多いが，マツタケ以外にも生理的に面白い歯根

菌はたくさんある。1つの椎の中の系統間に，栽
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培きのことは比べものにならないほど大きな変異

がみられる，などである。ホンシメジ系統間の変

異は特に大きいように思われた。培地組成の改良

によって，とりわけホンシメンの菌糸成長が向上

したことから，もし菌根菌の室内栽培が可能にな

るとしたら，まずホンシメジであろうという予感

もこの時からあった。

次にホンシメジの種内変異の大きさ，たとえは，

系統によって菌糸の成長速度がどれくらい違うか

を調べることにした。各地の試験場に菌株の分譲

を依頼したところ，すく・・にたくさんの株が送られ

てきてとてもありがたかった。さあ実験をしよう

という段になってからまずいことに気付いた。こ

のような実験ではたくさんのフラスコを同時に使

って培養するのが普通であるが，私の使える恒温

器には入りきらないのである。シャーレなら少し

容積をかせげるが，乾燥や雑菌が心配である。何

かうまい方法はないかとしほらく考えていたが，

ホンシメジはでんぷんを分解する能力があるこ

と，海外では穀類に菌糸を培養した種菌が販売さ

れていることを思い出し，手近にある米と裸麦で

培養してみたところ，麦の培地で菌糸がよく育つ

ことがわかった。米は系統によってよく伸びるも

のからまったく伸びないものまであった。試験管

の中で炊いた麦ご飯の上に種菌を載せ，何日かお

きに菌糸の長さを測れば成長速度が求められる。

試験管なら，小さな恒温器でもかなりの数を収容

できる。麦の粒は試験管の径の割には大きいから，

それによる成長ムラの心配があったが，調べてみ

ると全く問題はなかった。この方法は，省資源，

省労力の簡易測定法，すなわち地球にやさしい測

定法？として，他の分野の方にもお奨めしたい。

この実験がはは終わった頃，雑用が増えて本来

の仕事がほとんどできなくなった。測定の終わっ

た試験管も恒温室の中に置き去りになった。数カ

月後，やっと暇を見つけて試験管を片づけようと

手に取一）たところ，教本の試験管に′いさなホンシ

メシが生えていたのである。一瞬夢を見ているの

かと思／）た。なにしろ20数年問ほとんど菌根菌ば

かり扱一）ていたので，自分できのこを生やした経

験もほとんどない。どんなきのこでもある日突然

生えているとはっとするのに，これはきのこがで

きるなど予想もしなかった菌根菌である。言いよ
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うもなく嬉しかった。大声で叫びたかった。でも，
一人っきりの培養室で叫んでいるのを誰かに聞か

れたらと思い直して，これはやめた。しばらくし

て少し不安になった。きのこが生えたのは1系統

だけである。ひょっとして，他の腐朽菌と間違っ

たのではないか。

きのこを見つけてすく・、，実験の追試をし，また，

他の実験のために培養してあった試験管を温度の

低い恒温器に移した。1回臼と同じ系統の他に数

系統，全体の約1割がきのこを作りやすいことが

わかった。これで先の不安もほぼなくな√）た。太

めの試験管からは少し大きなきのこが生えた。小

形のきのこ栽培ビンで栽培すると，天然のものと

変わらない大きさの株状のきのこができた（写

真）。味も天然物と変わらなかった。

次いで，同じ方法でマツタケが生えないものか

実験を始めた。麦ご飯に追加する栄養をマツタケ

に適したものに代えていくと，菌糸はかなり速く

大量に培養できるようになってきた。この時には

まだ，ホンシメシが栽培できるようになったこと

は所内でも言わなかった。話したのは，隣に座っ

ている同僚といつも実験を手伝ってくれている女

性と私の家族だけである。この頃，ある親しい人

から，“ホンシメシで何か面白いことができたの

かい”と聞かれた。雰囲気でほれてしまったのだ

ろうか，おそろしくいい勘をされているのだろう

か。トキッとした。でも，知らん顔でとおした。

こんな姑息な態度がいけなかったのか，てツタケ

が生える気配は全くない。あきらめてホンシメジ

のことを公表することにした。

マスコミに発表したときには，相当な反響があ

るかと思って準備をしたが，実際はそれほどでも

なかった。ホンシメジという名のきのこが既に売

られているため，その新しい品種ができたくらい

にしか記者さんに理解してもらえなかったようで

ある。あるテレビ局からは長時間の電話取材があ

ったか，結局放送されなかった。今思えば，社会

全休からすればきのこなんてそんなものかも知れ

ない。ある新聞社からは電話があり，大学の先生

などとの共同研究なのではないかと執拗に聞かれ

た。提供資料にかなり画期的な成果のように書か

れているが，もしそれが本当なら，そんな地方機

関でできるはずがないと言うような口ぶりで，ほ

とんど一方的に電話が切れてしまった。大新聞の，

個人的には一番公平な判断ができると信じていた

新聞社にまで権威主義が浸透しているのかと思わ

れて悲しかった。翌朝，この新聞の記事は，県内

版だけであった。

同じ頃，他の研究所でもホンシメンの栽培に成

図193年2月，ビン栽培で初めて発生したホン／ノシ

功されていた（川。成熟したきのこにまで育て，

その胞子を発芽させて再び菌糸を得て，ホンシメ

ジの一生がビンの中で完成させられることを確認

したのは私だけのようであるが，それまで誰もで

きなかったものが，できるときには同時に何人も

できるというのは，他の研究分野でもよく聞く話

でとても面白い。

今後の計画

このように漠然とした予感といくつかの偶然が

重なってできたホンシメジ栽培であるが，その後

の培地組成の改良も加わって，現在では，実験室

でなら，培地容量に対する発生量が他の栽培きの

こに引けを取らない栽培が確実にできるまでにな

った。そこで，この栽培を普及しようということ

になり，実用施設に近い実験プラントでの栽培を

95年度と96年度に実施の予定である。

おかげで，また自分のやりたい仕事はできそう

にない。滋賀県では，その功罪については後述す

るが，きのこ栽培技術の普及機構はほとんど機能



していない。下手をすると，一般栽培者の指導に

まで引っぼり出されそうである。研究者がそんな

ことまでしていてはよくないといってくれる人が

現れる可能性も低い。他府県の試験場でも状況は

同じかも知れないが。

話を戻して，おそらく規模を大きくしてもホン

シメジは栽培できると思われるが，営利栽培を行

うには次のような心配がある。1つは雑菌対策。

この菌は，腐生性の栽培きのこに比べて極端に雑

菌に弱いというわけでもないが，非常に高栄養の

培地を使用することから，実用施設の場合には，

特に使用期間が長くなると雑菌が問題になろう。

次に生産コスト。麦類が培地の主成分なので，お

がくずが主成分の栽培法よりは相当高くつく。高

い値段で販売できればそれでよいことだが，それ

以前に人の食料になるものまで使ってきのこを作

る必要があるのだろうかという疑問が残る。地球

上には飢えに苦しんでいる人もたくさんいるの

に。3つめは名前。既にはんしめじの名のきのこ

が消費者に浸透している。本当のホンシメジはど

ういう名前で売ったらいいのだろう。実はこれが

最大の難問のように思う。

なお，これまでに多くの万から自分のところで

栽培したいというお申し出をいただいているが，

今現在（95年10月末），特許の許諾条件等が全く

決まっていないので，何ともお答えできない。こ

の遅れは担当者の怠慢でなく，役所の仕事として

はごく普通の速さなので，ご理解を願いたい。

ま　と　め

この仕事を通してわかったことは，菌根菌は非

常に幅の広い性質を持ったグループだということ

である。菌糸の培養についてふても，ホンシメジ

のようにおがくずの中でも生きられるものから，

未だに菌糸の培養すらできないものがある。栽培

（人工的な子実体形成）の容易さについても同様

であって，菌根菌の車でホンシメジはたまたま非

常に栽培しやすいきのこであったといえよう。菌

根菌は腐朽菌から進化したという説があり，こか

に従えは，菌根菌であっても進化の程度が低いも

のほど腐生的な性質，たとえは木材腐朽力や子実

体形成の容易さをよく残しているという推論が成

り立つが，少なくともホンシメンほこれにぴった

りのように思う。

個人的な感想としてほ，てツタケだけにこだわ

らず他のきのこも対等に扱／）ていてよかった。こ

のきのこは栽培できないから菌根菌ですというよ

うな話もされるくらいで，研究者にも南限菌は人

丁栽培できないのではと半はあきらめの感がなき

にしもあらずであったが，それが崩せたのだから。

ホンシメジと同じ方法ではマツタケは生えなかっ

たが，これがきっかけとなって，どこかでそのう

ちマツタケもできるかも知れない。そうなれほ研

究者冥利である。ただ，今回の仕事が，まるで犬

も歩けは棒に当たるであったのが残念。一般の人

から見れば大したことではなくても，自分には長

い間の夢の1つがかなったのだが，それならもう

少しカッコよく決めたかった。最近のスポーツ選

手には，自分のスタイルをしっかり持った若いの

がたくさんいるなあ。そ抽こひきかえ，放ってお

いた試験管に生えていたというのは，何ともオン

ンくさい。でもまあ，この程度の技術開発には理

屈は要らないのであろう。多分，も√）と高度な研

究でも，．暮書き物になったときは別にして，内情は

よく似たものだろうということで満足しておこう。

今，理屈は要らないと害いたが，基礎知識は要

らないということでは決してない。“地方の研究

機関は応用技術”が決まり文句になっていて，す

く、・実用にならない仕事はやりづらい時勢である

が，基礎となる研究成果がなくて，あるいは，基

礎的な見方のできる知識がなくて，何をどうやっ

て応用するのだろう。ぜひ教えてもらいたい。き

っと，毎日楽しく仕事ができる。ついでに，ちょ

っとだけおこがましいことを占わせてもらうと，

普通の人が考えるよりは一歩基礎的な方面の仕事

をする，設備などがなくてできなくても，基礎的

な知識だけは身につける，二才しかどんな小さな山

舎の試験場の職員であっても研究者の第　一の職務

だと思う。次に，面白いと思ったら何でもやって

みる。これがいつもの私のやり方で，これには頭

を使わなくてよいので楽である。何かや′）ていわ

はそのうち何かがわかってくる。最近は根気かな

くなってきて人には言えない心の負担にな一）てい

るが（し一，かり書いてしまったが）。だから，若

い研究者の皆さん頑張って卜さい。たまに，ボタ

モチが落ちてくることもある。

少し話が変わるが，“どうしてホンシ／メンが滋

賀県でできたのですか？”という質問をよく受け

る。いつもあいまいな返事でごまかしているが，

心の中では明快な訳があると思っている。最大の

埋由は，滋賀県の林業が盛んでないこと。だから，

研究機関に対する林家の期待が少なく，その分好

きなことができる。林家の収入増にすく・、には結び

つかないことをしていても後／〕めたさが少ない。

ホンシノンの仕事を始める前のまだ方針も決まら

なかった時期に，何をしていても文句を言▲わない

上司がいてくれたこともかなり大きい。この点に

関しては，近年の全国的な傾向として，実用技術



の開発しか言わない管理職の増加や，研究職員の

行政事務職化などから，将来の展望は明るくはな

い。もう1つおまけに加えると，自分の厚かまし

さであろうか。もう時効だから言うと，てツタケ

の増産の研究をやりますと言▲って研究費をもら

い，他のきのこはかり扱っていたことがある。お

かげでいろいろな菌根菌の性質が何となくわか／）

たが，職務に忠実であるべき公務員としては，補

助金の目的外使用という立派な犯罪である。参考

までに，ホンシノンの人「栽培も公金の目的外使

用である。菌根菌のビン栽培などどこにも出、て

ない研究費の大半をこかに費やした。とこ7）が，

この研究に関係した人はみんなおめでとうと．‾i‘っ

てくれる。顔には“私の企画や監督が正しかった

から成功したのですよ”と書いてあるから不思議

だ。

おわ　り　に

ホンシ／ノンの栽培化に関連して，思√）たことを

好き勝手に書かせていただいた。小さな研究所の
一寸の虫の気持ちがわずかでもわか一）ていただけ

るとありがたく，また，読者諸賢にほんの少して

も興味を持っていただけたなら幸甚である。

（〒520－23滋賀県野洲郡野洲町北桜978

滋賀県森林セ∴／ター）
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顕微鏡をお貸しします

野村幸彦先生（千集県四街道市在住・ウトンコ病菌専門）より実習用麒微鏡2台の提供を受けました。
これを鰯徴鐘観察に興味をお持ちの会釦こお貸しします。高校の農業科で使い込まれた中古▲てすれ　充分使

用に耐えます。レンス等は少し手入れをしておきました。支持台は塗装が若丁剥げています。

fnりたことを気にせず，てきれはオモチャ代りに親子で使ノつてもらえる方を希望しています。期間は約1

年，また次の人に回しましェう。

実習用頗徴鏡

形　式　　ケント　KC2号

単眼　鏡筒上下式，3本ターレット

レンス　　接物レンズ　5X，10×，6り×

接眼レ／ス　5×，10×，1う×　（最小†吾率25倍、最人900倍）

光　源　　外光凹凸鏡面反射式，光源絞り有り

収　納　　木箱大

賢用期間　2月～12月，関西菌類談話会総会時お渡し，年末スライド入会時返却

（整備後次年度者に貸用します）

台　　数　2台（2名の方にお貸しLます）

費　　用　無料（スライトクラス，カ／、－クラスはこ購入ください）

御希望の万は12月末日まてに往復ハカキで下記まて

杉山　信大

〒612京都市伏見区向島藤ノ木町72－9，9一ト1020

Tel．＆Fax．075－612－1880

謹　告 

・村田賢二会員は，1995年9月1日にご逝去さかました。 

・本村出二会員は，1995年11月9「1にご逝去されました。 

つつしんでおくやみ申し′上げます。 



続・キノコとキノコバ工

（愛知淑徳大学）石　崎　宏　矩

キノコからキノコバ工を育てる

キノコバェの成虫の採集は，主としてスイービ

ングによる。スイービングとは，ここぞと思うあ

たりで捕虫網をやみくもに振り回して，そこに潜

む虫を無差別にすくい採る方法である。キノコバ

ェほ何しろ小さい虫である。蝶のように飛んでい

る個体をみつけて，それを追いかけてつかまえる

というわけにはいかない。スイービングをして，

おもむろに網の中を調べて，目的とするハエを小

さい管瓶に納めていく。少し試みれば，どんな所

にキノコバェが多いか，要領がわかってくる。じ

めじめしていて，少し薄暗いが木洩れ目が当たっ

て，小さいハエが群れ飛んでいるのが見えるよう

な所が狙い所である。シタなどが生えている渓流

沿いの湿った崖，オー／ミーハングして木の細根が

露出してぶら下がっているあたり，老木の根元の

洞の入り日などがキノコバェの集合場所である。

早春（2月末から5月一杯位まで）と晩秋（10月

末から木枯らしの吹き始める頃まで）に収穫が多

く，一振りで雑多なハエが数百匹ということも稀

でない。夏の間は，種数，個体数共に激減する。

このような成虫採集と並行して，野外からキノ

コを採ってきて，その中に寄生しているウシムシ

を成虫まで育て上げれば，一挙に多数の成虫が得

られて効率がよい。どのキノコにどのキノコバェ

が寄生するか，寄主特異性の知識も得られて，興

趣は深まってくる。

ところが，キノコからキノコノミェを育て上げる

ということは，意外に難しいことなのであった。

大抵のキノコには，おびただしい数のキノコバェ

の幼虫が入っている。採集してきたキノコのスケ

ッチを　一日のほしにして，ウシムシに食い荒らさ

れて使い物にならなくなった，という経験をお持

ちの万が多いことと思う。キノコ愛好家でなくて

も，傘の開き切ったてツタケを台所に放置したら，

流しのへりにウシムシの行列ができたことを経験

した主婦の万も少なくないことであろう。これら

のウジムシは，すべてがキノコ／＼工科の幼虫では

なく，他の科のハエ類の幼虫も含まれるが，キノ

コ採集後，早期にはい出してくるウジムノほ，大

半がキノコバェの幼虫である。少し慣れればその

スマートな体型と，特徴的な歩き万から，キノコ

／ミェ科の幼虫は容易に識別される。ところでこれ

らのウジムシを成虫の羽化にまで導くには，当然

プラスチックの箱か何かに入れて，逃げ出さない

ようにし，底に土などを敷いて嫡化に適当な場所

を与えてやらねばならない。キノコが生えていた

場所を思い出せば，当然適当な湿り気をもった土

の中にもく・、りこんで嫡化するのだろうと推定され

る。事実，乾いた砂を敷いてキノコを入れてやれ

ほ，はい出したウジムシは一向に落ち着く気配を

みせず，箱の中をただただ走り回るはかり，つい

には力壷きて死んでしまう。しかし湿った上を入

れればよいかというと，事はそう簡単ではない。

状況は少し改善されて，若干のキノコバェの成虫

が1、2週間後に羽化してくる場合もあるが，ほ

い出した幼虫の大半は，相変らずやたらとはい回

ったあげくに死ぬだけで，何百匹もの幼虫がはい

出してきたのに1匹の成虫も得られないという場

合も稀ではない。立派なキノコをみつけて採って

帰り，さぞかし沢山のキノコハエが出てくること

だろう，どんな種が出てくるか，といった心楽し

い期待は，無残にうち砕かれてしまう。すべての

ハエがこんなに気難しいわけではない。ショウジ

ョウバェ，ノ　ミバェ，チョウバェ，ガガンボ等ほ，

卜が少々乾いていようが湿り過ぎていようが，条

件と関係なくあっさ机嫡化して，沢山の成虫が出

てくる。キノコバェは何故か特別に気難しいので

ある。キノコバェの幼虫にとって，一体何が重要

な条件なのであろうか。

キノコバェの飼育の困難さについて，木村正

（1989）は次のように記している。「硬質菌なら

は千実体を採取し，そのまま放置するだけで成虫

を得ることができる。しかし軟質菌はほとんどが

早々に腐敗し，羽化に至らせるのは無理と考えね

ばならない。餌を日々新しいものにかえるか，生

きたままのキノコを自然状態でネットでおおっ

て，羽化してくる成虫を回収するしかないであろ

う。」木村氏は前稿でふれた笹川満虞教授の門下

で，キノコバェ科のうちのSciophilinae亜科の分



類学的研究で修士号を得られ，笹川教授との共著

で月βわめ‡α属の分類についての労作をものされ

た方であり，キノコ／ミェの飼育についても色々と

経験を積まれたものと推測される。

古く文献をさかのぼると，Buxton（1960）が

キノコに寄生する双趨目昆虫に関しての34貢にわ

たる詳細な論文を書いている。その序文の研究の

動機がふるっている。「ふだんの研究に少々疲れ

た。自分にとって新天地で，しかも今まで誰もや

っていない研究をして，気晴らしをしてみたいと

思い立った。片っ端からキノコを採ってきて，羽

化してくる双題目の昆虫を，片っ端から記録して

みよう。キノコを野外で採り歩くのはそれだけで

楽しいし‥・。」彼は1950～1953年の3年間にわ

たってロンドン近郊で154種のキノコを採集し，

17科98種の双題目昆虫（キノコバェ科36種を含む）

を記録した。この論文をみると，キノコバェ飼育

に関して，上記の私の体験と全く同じ困難性につ

いて書かれている。「キノコを採集してきて，飼

育容器に入れて1～2日たつと，無数のキノコバ

ェの幼虫がほい出してくる。彼らは容器の壁をよ

じ登り，ただはい回るばかりで，やがて飢えて死

んでしまう。多分，生きているキノコは，キノコ

バェ幼虫の成育に必須の栄養素を時々刻々供給し

ているが，もぎとられた子実体にはもはやその能

力がなく，栄養源を断たれた幼虫は，新鮮なキノ

コを求めて排掴し，やがて力壷きて飢え死にする

のであろう。時たま得られる成虫は，すでに嫡化

寸前にまで成熟していた幼虫が嫡化に成功し，成

虫に至ったものであろう。満足な成果を得るには，

地上に生えたキノコをすっぱりネットで囲い，毎

日羽化してきた成虫を回収する他にてだてはない

と考えられる。これは手間がかかり，また自宅近

くに生えたキノコにしか事実上適用し難く，実行

はしていない。」この栄養不足，飢えて死ぬ，と

いう言葉は，長く私の脳裏に残ることとなる。

Buxtonにはるかに先立ってEdwards（1925）

は，英国産キノコバェ科既知種のモノグラフを著

している。これは純粋に分類学的な論文で，形態

の記載に終始しているが，各種の記載の末尾に，

みずからの経験によってその種を羽化させ得たキ

ノコの種名が附記してある。そのキノコーキノコ

バユ寄生関係の記載例はBuxtonのそれをはるか

に上回る。しかしその飼育法のノウハウについて

は全くふれられていない。

以上の文献から読見とれたことを要約すれば，

私に限らずほぼ一般的な経験として，キノコ，特

に軟質菌からキノコバェを羽化させることはかな

り難しい作業であること，しかしそこには何かコ

ツがありそうだ，ということであった。そこでそ

のコツを，何とかしてつかもうと試行錯誤が始ま

ったのである。

コツの会得

文献に書かれたことの影響というものは恐ろし

い。どうしても先入観として頭の中に宿ってしま

う。Buxtonの「栄養不足で飢えて死ぬ」という

言葉は，いかにももっともらしく思われた。例え

ばスミレを食草とするヒョウモンチョウの類を思

い出す。スミレの一株の葉の量はたかが知れてい

る。ヒョウモノチョウの最終令の幼虫は，体は大

きく食欲は旺盛である。忽ち一株の葉を食いつく

して次の株へと移動する。一つの群落を食いつく

せは，別の群落を求めて排掴する。その歩き回り

万はすごい勢いである。少量づっ散在する食糧に

依存する生物は，抜群のほい回る能力をもち合わ

せていなければ，進化の途上で生き残れなかった

ことであろう。キノコバェの幼虫が，プラスチッ

ク箱の内壁を必死にほい回る姿は，そんなことを

想像させるに十分であった。

そこでまず，キノコの周りの土をごっそりと，

根元を傷つけぬように注意してスコップで掘りと

って，そっと飼育容器に移すことを始めた。少し

でもキノコが本来の寿命を全うするように，換気

にも気を使った。通気性のよいネットでふたをす

る。通気がよければ当然乾燥が激しいから，常時

霧吹きで湿気を補充する。背の高いキノコとなれ

ば，それに上の土台がつくから，腰高の容器が必

要となる。理化学機器店へいけは，好みのサイズ

の腰高ガラス容器は手に入るが，大きいものにな

ると高価で数多くそろえるのはとても無理な話で

ある。スーパー，デパートの家庭用品売場で手頃

なプラスチック製品を探し歩くのが楽しみとなっ

た。

このようにして，できる限り自然状態に近く保

つ努力をしてみても，結果はそれ程思わしいもの

ではなかった。確かに良い結果が得られたことも

あったが，そんなに気を使ってみてもさっぱり駄

目，ということもしばしばであった。苦心した飼

育条件と，結果の良し悪しにはさっぱり相関性が

ないようであり，決定的な要因は全く別の所にあ

るという感じがだんだんと濃くなっていった。



図1（p・8，9）、γ擁0措∫種群の2種，シイタケナカモンナミキノコノミェ（上段A）とヌメリイクチナカモンナ

ミキノコ／、エ（下段B）雄腹部の，飼育温度による斑紋変異。左から右へ向かうに従って，低温から高温

での飼育固体。隣り合う2図の左は側面，右は背面図。Kahlの固定液による液浸標本のスケッチによる。
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図2（p．10，11）図1と同じ。ただし，雌の腹部。
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とにかく執念深く，キノコを採り続け，ウジム

シを見続けているうちに，ポッポッと，“思い込

み”とは異なる“事実”に気がついてきた。もぎ

とられた子実体の中の幼虫は，いつでも1～2日

内にはい出してくるわけではない。時にはもぎと

るや否やポロポロこぼれ落ちるようにほい出して

くることもあるし，また何日も子実体の中にとど

まり，ドロドロに溶けてしまったような状態にな

ってもその中に幼虫がひしめき合ってうごめきつ

つとどまっている場合もある。明らかに，幼虫は

必須の栄養分がなくなったからはい出すのでほな

くて，十分成熟し，桶化が近づいた時期になると

はい出すのだ，と考えると合理的に思われ，そう

思って眺めてみると，すべての場合でよく納得が

いくのであった。ここに至ってキノコを自然状態

に保つという努力は放揃；して，ほい出してきたウ

ジムシの挙動を，今一度初心にかえって注意深く

みつめることにした。

決定的な発見は，容器の内壁に附着した水滴の

量が最も重要な要因である，ということであった。

適度に湿った土を入れた容器の壁や天井には，過

飽和になった水蒸気が結露して，多かれ少なかれ

水滴が附着する。これが多い時には，天井や壁を

歩き回るばかりで，決して土中にもくいりこまない。

ピンセットでつまんで土の上に置いてやっても，

すく、・に壁にはいもどる。そしてあげくの果てには，

壁にこびりつくようなかっこうで死んでしまう。

所がその水滴をふきとってやると，しばらくはい

回った後に，土中へもく・、り落ち着いてしまう。つ

まりキノコバェの幼虫は，極めて強い走湿性をも

つということである。箱の底に，くきったキノコ

に由来する水がたまっている，といった条件は論

外である。水の中にはおびただしい数の溺死体が

たまる。これは歩いていた虫がたまたまおっこち

て溺れるわけでなく，好んで溺れ入るのである。

土よりも壁に水が多ければ，そちらに引きつけら

れて，嫡化に好適な住居条件をもつ上中へはもど

れなくなってしまうのである。土が周りのどこよ

りも，湿度が高いことが大切なのである。

ついに会得したコツをまとめると次のようにな

る。まず適度に湿った土をプラスチックケースに

入れ，キノコをのせる。子実体はまさにもぎとる

だけでよい。換気に対する配慮は無用。ただ，キ

ノコの種類によって，やがて腐敗した時に，どれ

程の水分を出すかを見積って，土とキノコの量比

を加減すると，先の労力負担が軽減される。やが

てふたの内面に水滴がつき出せば，ティッシュ・

ペーパーで再々拭きとる。老熟幼虫がほい出して

くる頃には，特に念入りに拭いておく。夕方から

早朝にかけてはい出しのピークがあるので，夜は

頻繁に水滴を拭きとる。

こうして面白い程効率よく，どんどん羽化成虫

が得られるようになった。こんな単純な作業を定

着させるのに，実に3年間の試行錯誤を経たので

あった。

rlJ尤coJJigグループの検討

いったんノウハウが確立してしまえば，キノコ

バェのデータはどんどん蓄積していった。前稿で

述べたγ頑coJJねグループについても，着実な知

見が蓄積されていった。

名古屋近郊，時に信州への遠出によって得たか

なりの種数のキノコから，現在までにγ頑coJJゐ

グループに属する4種を羽化させることができ

た。まだ形態の細かい検討を終っていないので，

La菖tovkaの論文のどの種に該当するのか，ある

いは新種であるのかは確立していない。便宜的に

和名を与えて話を進める。（1）ニガクリナカモ

ンナミキノコバェ。和名の末尾は，前稿に記した

岡田一次がJわ7g0肋の種名のもとに一括して扱っ

た本種群に，ナカモンナミキノコ／ミェの和名を与

えたことに従った。ニガクリタケを採ってくれは，

必ずといってよい程寄生している。平地に最も普

通。エノキタケ，ナラタケ，クリタケ，モエギタ

ケ，キツネタケ，センボンクヌギタケ近縁の1種

等からも羽化した。（2）カラハツナカモンナミ

キノコバェ。前種と形態は極めてよく似ているが，

やや高地に分布する。カラハッタケに高密度に寄

生。オキナクサハツ，オオワライクケからも羽化

した。（3）シイタケナカモンナミキノコバェ。

シイタケには必ずといってよい程寄生している。

ヒラタケ，ツキヨタケにも寄生する。（4）ヌメ

リイグチナカモソナミキノコバェ。ヌメリイブチ

に高頻度に寄生する。こんな所にキノコバェはい

るまいと思われるような街の中に生えたヌメリイ

ブチにも，しばしは寄生している。チチアワタケ

からも稀に羽化したことがあるが，他のキノコか

らほ未だに得たことがない。以下では，①を二ガ，

②をカラ，③をシィ，④をヌメリと略記すること

にする。

これら4種の形態を比較検討してみると，なる

程たがいに極めて似てはいるけれども，雄の外部

12



生殖器以外では識別できないとしたLa菖tovkaの

見解は正しくないことが明らかになった。4種共

に，体は黄白と黒の複雑な斑入り紋様をもつ。特

に腹部の紋様は種特異的で，それだけで種の同定

は十分可能であったのである。しかしこの結論に

達するまでの作業は決して簡単なものではなかっ

た。斑紋には，成育温度に依存して著しい変異が

生ずるためで，もし野外から採集してきた4種の

混合標本を斑紋によって種分けしようとしたら，

恐らく途方にくれて何の結論も出なかったであろ

うと想像される。すべてのミソは，多種のキノコ

を採ってきて，それぞれから羽化したハエを綿密

に検討したことにあったのである。

まずシイタケを例にとってみよう。繰り返しシ

イタケを採ってきても，そこから羽化してくる

頑coJJね種群に属するハエは，まず雄についてそ

の外部生殖器を調べることにより，明らかに均一

個体群，つまり単一種（後にシイと名付けること

になる）であると結論される。他の3種，ニガ，

カラ，ヌメリほ決して羽化してこない。従って同

時に羽化してくる雌はシイの雌と考えてさしつか

えないことになる（外観，特に腹部斑紋は，キノ

コバェでしばしば見られるように著しく雌雄異型

で，一見同一種の雌雄とは判断し難い）。そして

腹部斑紋には，雄でも雌でもそれぞれに特徴があ

り，直観的には単一種のように見えるけれども，

なにしろ斑紋が不定型でかつ変異が大きく，種の

特徴を簡単には定義し難いのであった。しかし季

節を追ってシイタケを調べていくうちに，変異の

実態が明らかになってきた。2月末から3月にか

けてのシイタケから羽化してくるシイはほとんど

真黒だが，春たけなわとなるにつれ，だんだん黄

白紋が大きくなり，5月ともなれは別種かと感じ

る程全身黄白色となる。同時に採ったシイタケを

二分し，例えは80Cと200Cの恒温器に置けば，

前者からは頁票の，後者からほ黄白の個体が得ら

れるので，温度依存性の変異であることは明白で

ある。雄と雌とでは斑紋自体は大きく異なるが，

変異の移り変わりをよく観察すると，それぞれ一

定のパターンをもつ。すなわち，黄白化の過程で

は，いくつかの中心点の周りに黄白域が拡大し，

融合していく（図1，2のA）。この変遷のパター

ンを頭の中にたたみこんでしまえば，どんな中間

段階の変異をみてもシイであると判別できるわけ

である。

こガ，カラ，ヌメリも同様に，それぞれの種に

個有の／くターンで，黒から黄白への変異の推移が

確認された。ヌメリの様子だけを図1，2のBに

示した。もし図1，2のAとBをでたらめに混

ぜ合わせて，もとのA，B2シリーズに並べなお

せといわれたら，変異の推移パターンが頭に入っ

ていない限り，不可能であることがおわかり頂け

よう。野外で採集した個体群とは，さらにそこへ

ニガとカラが加わった混ぜこぜ集団である。紋様

は分類の基準にならぬとされた事情がよく理解さ

れる。

このようにして，γ頑coJJゐ種群は，一般外部形

態では識別不能の，多数の姉妹種から成るという

特殊な存在ではなく，ごくありふれた近縁度をも

った種群であることが明らかとなった。前稿で意

気込んだ“一つの視点”は，はかなく消え去った。

しかし，一見つかみどころのない斑紋の種の特徴

を明確に定義し得た。また，同定不能とされた各

種の雌の同定を可能にした。さらに，従来

桁膵0αの名のもとに多くの研究者が記録してき

た寄主キノコは，γ頑coJJゐ種群の中のどの種と特

定されていないために，すべて意味の薄いものと

なっていたが，ここに記した4種のキノコバェの

寄主キノコは，信頼し得る最初の寄主記録となっ

た。これら3点は，すべて新知見である。科学者

の喜びは，どんなに小さくても新しい事実の発見

にある。今，小さいながら，この喜びの原点とも

いうべきものを味わうことができた。そしてこれ

は，キノコに立ち入ったからこそ得られたもので

あった。　　　　　　　　　　　　　（つづく）

（訂正：前稿の図の説明の末尾，「雄個体」は「雌

個体」に訂正）

（自宅：〒606京都市左京区鹿ヶ谷

寺ノ前町21－1）
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ヒトに病気を起こすカビ

ヒトの生活環境には実に多数の，また多種類の

真菌が生息している。これらの真菌は色々な酵素

を持っているところから有機物を分解還元し，土

壌に返す働きをしている。ヒトに病気を起こす真

菌（真菌症起因菌）の場合，その分解物の対象が

たまたまヒトの生体であったということである。

真菌は現在，5950属，64200種が知られ，その

中で真菌症起因菌は稀な症例も含め約80属，180

～200種ある。しかし，ある程度の症例数がみら

れる真菌は約25属，50～60種である1）。これら頁

菌の主な生息場所は土壌であり，空気中に浮遊し

た真菌は植物に腐生または寄生し，ヒトに寄生あ

るいは常在菌として存在する。真菌症起因菌は水

虫に代表される皮膚糸状菌，現代医療の産物とし

ての日和見感染症起因菌と皮膚や粘膜に小外傷を

負ったとき体内に侵入してくる真菌に分けられ

る。日和見感染症は血液疾患，悪性腫瘍，結核，

糖尿病，膠原病や臓器移植などの治療に用いる抗

生物質，ステロイド剤，抗癌剤，免疫抑制剤など

の長期投与により宿主の抵抗力が弱まったとき常

在頁菌や空気中の浮遊真菌が体内に侵入，増殖し，

重篤な感染症を起こす疾病で，現在この種の疾病

が増加している。わが国でみられる主な真菌症を

表1に示した。頁菌症の発症部位は，侵入門戸と

それに連続した組織が疾病の好発部位になる。ま

た感染部位によって，便宜的に表在性真菌症と深

在性真菌症に分けられる。表在性真菌症は莫菌が

皮膚，粘膜の角質内や爪を侵す場合で，皮膚糸状

菌症，痍風，カンジダ症があり，ときには血行性

に撒布し，内臓に病巣を作り深在性真菌症を起こ

すこともある2）。角膜と外耳道真菌症は表在性で

あるが部位が特殊なので別に取り扱われる。一方，

深在性真菌症は表在性真菌が皮下，リンパ節，骨

組織を侵したり気迫から入り，肺に病巣を作り，

血行性によって他の臓器，組織を侵す場合でアス

ペルキルス症，クリプトコックス症，カンジダ症，

スポロトリコーシス，クロモミコーシス，接合菌

症がある：jJ。紙面の関係で主な真菌症と病型のみ

を解説する。

戸矢崎　紀紘

真菌症と起因菌

1．アスペルキルス症：土壌や空気中に生息して

いるアスペルギルス属（A頭β曙fJJ〝ざ属）による

ヒトの疾病で，長期間闘病生活を送っている抵抗

力のないヒトが時に感染し，気管支，肺，副鼻腔，

あるいは皮膚に炎症性，肉芽腫性または化膿性病

巣を生じる。元来ヒトはA車β7衰JJ〟5属に抵抗力

があり心配する必要はないが，近年ステロイド剤

の乱用により外見上健康なじ卜にもアスペルキル

ス症が増加している。アスペルギルス症を病型か

らみると肺7スペルギルス症，皮膚アスペルギル

ス症に分けられる。

肺7スペルギルス症：肺の空洞内に菌球が形成

される場合とステロイド剤のミ監用，血液疾患など

における末期の感染症である。

皮膚7スペルギルス症：皮膚に潰瘍性肉芽腫病

巣と腰痛性病巣を生じる。

2．カンジダ症：カソンダ属（Cと7乃dfdα属）はヒ

トの口腔，消化管内の常在菌で不断は腐生生活を

している典型的な日和見感染症起因菌である。起

因菌は主にカンジダ・アルピカソス（C（7乃dgdα

α鋸Cα乃ざ），カンジダ・トロピカーリス（C．加が－

CαJね）などである。発症部位により皮膚カンジダ

症，カンジダ性問擦疹，カンンダ性指址間靡欄症，

カンジダ性爪囲，爪炎，粘月莫カンジダ症，外陰部

カンジダ症，深在性カンジダ症に分けられる。

皮膚カンジダ症：成人の場合皮膚の間擦部に靡

欄（ただれ）を好発するが，乳児はオムツ被覆部

に摩爛，膿癌性小丘疹を生じる。ステロイド軟膏

の乱用が本症の増加をもたらした。

カソジダ性間擦疹：糖尿病，肥満，ビタミン

B12の欠乏や抗生物質，ステロイド剤，免疫抑制

剤の投与中にも生じやすい。発症部位は陰股部，

肛囲，腋貰，乳房下などの間擦部に靡爛性紅斑を

生じ痔みを伴う。

深在性カンジダ症：基礎疾患のある患者に起こ

る内臓カンジダ症で，症状から肺カンシダ症，消

化器カノンダ症，カンジダ血症がある。

肺カンジダ症は鼻腔，気道粘膜，空気中に浮遊

しているC（7〝df血属が呼吸とともに肺に入り，
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表1わが国でみられる主な真菌症と主要起因菌

No．真　菌　症　　　　　　主　な　起　因　菌

1．　7スペルキルス症

2，　カ　ンンダ症

3．クリプトコックス症

4．　クロモミ　コーシス

5　皮膚糸状菌症

6．角膜真南症

7　外耳道真菌症

療　　　　風

．小作J二山〃〃り血涙郁肛」．．流汗J†∫‥1、日由り∴1、／り′川メ．上、′肛り■（、－、仙JJ／諭′山′JJ

C（mdfdαα伽Cα〝吉，C．g〟ZJJわγ肌0ガd紘C．鹿川ggg，C．ゑめれC．αれゆざわざわ，

C．わてゆかαJわ

い叩両仲川HJt叫iり仙川、ヾ

F刷ヾ…J川♪l・lわ・刷J■．El・り♪ん信／‘JJげ肋J山人晶．／リ（1′川JlイJ肝L E研勅宜晶．

（、／（．・イり坤川▲／J川川▲Jl・／り晶■∫‥1／Jげ′J‘J相川触り∫‘∫信

ハ▲／■′JJりノ叫l・／刷川川／哩呵叫沌＼r．川／り7川7．T、／州、ヾJ…川さ．r・Jイり／（汀刷り7．

．1JJ、川坤川り川川川／■∫‥け持・♪∫川川．与再‘Jl■川い／小／り〃．／わ…－∫〟川

＋ト

Fusariumsolani，Fg7℃minearum，A坤eYgillussp，，Candidaspリ　　　　　　　　仲

ntm山肌・．ヾ。／Jl・J元／lq、・‘7／／．／）…イ丹／川日直〃′iLn∴ハ汀・－ルり〃ハl‘1メ／〃〟・－J■りJ付

．小甘ぺ‾／／J廿日JJ王‾り∴1．．品侶侶‥4．／l川■〃・ヾ．∫‘叩′′／・汀／り♪ヾJHけl、JJ。‘川／J■∫．　　　　　　　‥・

C（7乃dgdαSp．

．Uf諒メ．ヾ（・こ高．／恒■／）日、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

スポロトリコーシス　秘0γ0娩γ玩gCゐβ〝C加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　什

接　合　菌症　　　　AおfdαCOり肌的Ⅵ，C〝〝犯〃gゐα肌βおお7′〟zoJJgJfαg，丘あた坤〟5肌gcれ）坤0γ㍑∫Var．　十

′血■こ小頼′こり制／、ヾ．〃、川二、、二‘～（■．斤／′た・刷′伸′♪′rJ′■〃〟∫

頻度はわが国における頻度で，十は比較的多い。十＋ほ比較的少ない。

増殖し肺炎を起こす疾病である。

カンジダ血症：呼吸器，消化器の病巣が侵入門

戸となり，C（Z乃dfdα属の血行撒布をきたしたもの

で，摂食不良患者に対する高カロリー輸液法の普

及に伴い，留置カテーテルの内腔あるいは周囲に

Cα乃粛血属が繁殖，これが血行性に全身に撒布さ

れたもの。

3．クリプトコックス症：主に中枢神経系を侵す

亜急性ないしは急性の感染症で，起因菌はクリプ

トコックス・ネオフォルマンス（C相加occ〝5〝紺一

々仰閥那）である。わが国では年間50人前後の発

症がある。C．乃gqか∽α瑠5ほ自然界では鳩糞を初

めとする鳥類の堆積糞から高頻度に分離される。

それらが塵とともに肺に吸入され，そこで病巣を

形成，血行性に中枢神経系，特に脳，髄膜やその

ほかの臓器にも病巣を形成する。時には皮膚や粘

膜の小外傷から本菌が持ち込まれ，皮膚，皮下組

織，リンパ節などに限局性病巣を生ずる。本症は

世界各地でみられる。性別では男性に多い。基礎

疾患がなくても発症するが，癌，ホンキン氏病，

白血病，膠原病，臓器移植患者に併発することが

多い。病型により肺クリプトコックス症，中枢神

経系クリプトコックス症と皮膚クリプトコックス

症に分けられる。

肺クリプトコックス症：軽い咳と多少の発熱を

伴った亜急性感染の症状を呈する。

中枢神経系クリプトコックス症：徐々に進行

し，はじめ間欠的な頭痛，後ひどく持続的になり

－15

精神障害も起こる。

皮膚クリプトコックス症：ざ瘡（ニキビ）様発

疹に始まり，皮下膿瘍から膿瘡様潰瘍となる。

4．クロモミコーシス：この疾病は起因菌ならび

に病巣が非常に多彩で，皮膚の慢性炎症性肉芽睦

と皮下組織の膿瘍，嚢煙，皮膚皮下の潰瘍，内臓

結節，膿瘍を起こす。主な起因菌はフォン㌧セカェ

ア・ペドロソイ（fb乃ggCαgα如dγPg励，フィヤロ

フォーラ・ベルコーサ（Pゐブαわ錘0mがβγγ〟CO5両，

フィヤロフォーラ・リチャトシア（ヱγグcJ7αrd一

gねむ，エクソフィアラ・デルマチヂス（且叫錘元一

kdgγ∽αfgffdね），エクソフィアラ・ヤンセルマイ

（EJgα乃SgJmgわ，クラドスポリウム・トリコイデ

ス（CJαdo坤0γわ州わイC如才dgg）などである。起因

菌は土壌中に生息し，皮膚の小外傷から皮内に持

ち込まれる。病型はクロモミコーシス，皮下組織

粘膜の膿瘍，肉芽腫と脳および内臓のクロモミ
コーシスがある。

クロモミコーシス：病巣は乳頭腫（表面が症状

を呈する丘疹）様を塁し，隆起の強い場合はカリ

フラワー状となる。わが国では増加傾向にある。

発症部位は外傷を受け易い下肢，上肢，顔，腎部

などに好発する。戸外労働者に多く女性より男性

に多い。

脳および内臓のグロモミコーシス：脳病東の泉

の症例は極めてまれで，リンパ節，肺，肝，腎，

腸を同時に侵す。皮膚や上気道粘膜に原発病巣の

ある症例が多い。F♪edr050　且鹿γ利昭αめ痛ねも希
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に脳，肝を侵すがCJrfcゐofdgSは脳のみを侵す。

5．皮膚糸状菌症：皮膚糸状菌の感染によって生

じる皮膚疾病の総称で，主な起因菌はトリコフィ

トン・ルブルム（Trfcゐ坤毎わ刀川∂γ〝椚），トリコ

フィトン・メ　ソタグロフィイテス（r肌β乃－

ねgγ坤毎わざ），トリコフィトン・ビオラセウム（T

がわJαCg〟∽），ミクロスポルム・ギブセウム（〃才C和一

坤0γ〝椚幻やgg〟椚），ミクロスポルム・カニス（ル久

Cα乃ね），エビデルモフィトン・フロッコースム

（埠fdgγ∽ゆめ血刀ノわccog〟椚）などがある。なかで

も〟，Cα乃ねは昭和30年代後半，輸入猫よりわが

国に持ち込まれた真菌で，感染力が強く，病巣の

ある犬，猫を抱いた場合，早ければ3日後に発症

する。皮膚糸状菌症は自癖，黄癖，渦状癖に分け

られるがわが国で問題になるのは白癖のみである。

自癖は発症部位により頭部白痴（俗称；しらく

も），顔面白痴（俗称；はたけ），汗病状自癖（俗

称；みずむし），斑状小水病性自癖（俗称；ぜに

たむし），頑癖（俗称；いんきんたむし），爪白癖，

非定形自癖に分けられる。

頭部自癖：戦前は10歳前後の男児に多発した

が，昭和30年ごろを境に激減し，今日では希な疾

病である。症状は軽度の産みと，頭にまるい脱毛

斑やふけの多い病巣を作る。

汗庖状自癖：足脈（かかと），址間（指の間），

手掌（手の平）などの無毛部の皮膚糸状菌症をい

う。症状は小水泡，膿抱，びらん，角質増殖によ

り皮膚が厚くなる。

斑状小水癌性白癖：高温・多湿の環境で発生し

易い病気で，顔面，うなじ，四肢，躯幹に好発す

る。男児に多い。症状は円形の小さい紅斑を生じ，

拡大するにつれ輪状の紅斑となる。周辺部に小水

抱，小丘疹がみられ痺みを伴う。

頑癖：高温・多湿の不潔な環境で発生し易く，

共同浴場などで集団発生することがある。青壮年

の男子に多い。症状は陰股部に好発し，下腹部，

腎部，背部にも広がる。境界の明確な発赤を生じ，

周辺部に小結節や小水痕あるいは鱗屑を伴う。

爪白鱒二汁病状白癖などの病巣からの波及や，

他部位の自癖をかくことにより菌が爪に感染し，

白濁，肥厚を生ずる。手，足日東に続発して起こ

ることが多い。

ケルズス禿瘡：ステロイド剤の乱用により頭部

表在性白癖が探在化したもので，病巣は真皮深部

から皮下脂肪組織にまでおよぶが真菌の寄生部位

は毛髪内と毛嚢内だけである。

6．角膜真菌症：主な起因菌はA坤β曙ブ肋S属，

Cα乃dg（お属，ドレクスレラ属（β柁CJばねγα属），

フサリウム属（助ざαわ〝椚属）などによる角膜潰

瘍から前房蓄膿になる疾病で，前房畜膿が進むと

眼球を摘出しなければならない。疾病は健康な角

膜に起こることはなく，小外傷によって角膜に二

次的に莫菌が感染して発病する。抗生剤やステロ

イド剤含有の点眼薬や目軟膏の使用の増加ととも

に増加傾向にある。世界中で発生し，農夫に多い

疾病である。

7．外耳道真菌症：外耳通深部と鼓膜表面の真菌

症で，耳の閉塞感，聴覚異常，耳痛を生じ，多量

の耳垢を認める。起因菌はA頭ピタgfJJ〟ざ属，スコ

プラリオプシス・プレビカウリス（Sc（ゆ〟Jαrg呼ぶた

み作が才Cα〟Jね），C（Z乃dgdα属などである。

8．痍風：青壮年の胸部，背部，腹部に褐色又は

白色斑を生じる。起因菌はマラセチア・フルフル

（ルおおgSgZぬノ滋7：極γ）である。夏季発汗時に増悪

する。直接，間接的にヒトからヒトに感染する。

症状は無症候である。

9．スポロトリコーシス：皮膚の慢性肉芽腫性疾

患でわが国では比較的頻繁にみられる。起因菌は

スポロスリックス・シェンキー（秘0〟ゐγ玩sc如〝－

C如才）である。土壌中に生息し，小外傷により皮

内に持ち込まれる。病型により皮膚リンパ管型，

限局性皮膚型，播種型と皮膚以外のスポロトリ

コーシスの四つに分けられる。発症部位は外傷を

受け易い露出部，特に上肢，顔に好発する。まれ

に骨，内臓を侵すこともある。本症は世界中でみ

られるが一般に高温・多湿地域に多く，乾燥・寒

冷地域には少ない。男子に多く発症する。特に農

夫や戸外労働者に多いが，わが国では女性，子供，

老人にも多い。

皮膚リンパ管型：皮膚の小外傷部位に肉芽種性

潰瘍性疾病を生じ，その後リン㌧ペ管に沿って飛石

状に皮下～皮内にしこりが現れ，やがて皮膚表面

はゴム腫様潰瘍となる。

10．ムコール症：接合菌類ケカビ目の真菌7属目

種によって引き起こされる疾病で，ほとんと、の場

合基礎疾患があり，長期間ステロイド，抗生剤，

抗癌剤投与を受けた患者の末期などに起こる。ム
コール症は極めて進行が速いため生検培養される

ことはなく，剖検時組織中の菌要素の所見からム

コール症と診断される症例が多い。わが国の主な

起因菌はアブシヂア属（AみSfdZα属）とリゾブス

属（月みた呼〟ざ属）である。世界中にみられ近年
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増加している真菌症である4－。起因菌は空気中に

浮遊している胞子を吸入，副鼻腔や肺に，また食

物とともに飲み込まれ，消化管で初発病巣を生じ，

急速に血行性に撒布される。血管が侵され血栓を

生じ，ほとんどの場合10日以内に死亡する。病型

は全身性ムコール症，鼻脳ムコール症，皮膚およ

び皮下ムコール症の3種類が知られている。

全身性ムコール症：白血病，糖尿病などの基礎

疾患をもつ患者に発症する。主に気道感染により

肺に病巣が起こり，血行性，リンパ行性に全身に

転移する。

終わ　り　に

わが国でみられる主な真菌症について述べた

が，真菌症の多くは基礎疾患がないと発症しにく

いことから日ごろの健康管理が大切であると思わ

れる。また起因菌は環境中にごく普通にみられる

ところから，それほど恐れる必要もない。真菌は

その成育条件さえ整えば，さまざまな形でと卜の

生活に関与してくることを心に止めておく必要が

ある。

参　考　文　献

1）日日1英世，宮治　誠，西村和子：病原真菌学，南

山堂，p．221－304，1987．

2）渡辺晶平：今日の医学“特集真菌症の診断と治療”，

p・14－26，No．60・バイェルソ製薬株式会社（1976）．

3）福代良一：図解　深在性真菌症，田辺シソテック

株式会社，田辺製薬株式会社（1977）．
4）宇田川俊一：ムコール症病原菌の菌学，マイコト

キシン，p．7」13，No．34（1991）．

野生きのこコーナー

「生活ときのこ」をテーマに

第6回きのこ展ひらく

1996年10月25日（金ト27日（日）京都植物園

2年ぶりの開催となった第6回きのこ展は，3

日間で3，953人の入場者があり，盛況のうちに幕

を閉じた。会場には野生きのこ，人丁栽培，毒き

のこ，きのこグッズなどテーマにそった展示コー

ナーが設けられ　訪れた市民の関心をよんだ。

会員らが採集し展示されたきのこは221種にお

よんだ。ハマキタケなど珍品も多く，会員でも見

るのは初めてというものもあった。人工栽培コー

ナーにはお馴染みのヒラタケ，エノキタケ，、マッ

シュルームなどとともに，／、タケシメジの「しゃ

きんこ」など新顔の栽培きのこも並んだ。珍しい

きのこ染めも人気を集めた。日本のきのこ栽培の

父，森本彦三郎氏のコーナーも設けられた。

暗箱に頭を突っ込みツキヨタケの発光を観察す

るコーナーは子供たちの笑いと喚声が絶えなかっ

た。横山会長の「関西の毒きのこ」の講演は満員

の盛況だった。

会期中，会場案内，受付，同定，きのこ相談，

設営などに参加した会員は64人におよび，本会会

員の熱意とパワーが示された。（文責，佐々木）
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スエヒロタケSchizophyllumcommuneを食す人々

（エチオピア）

先日，スエヒロタケが人体を侵す症例が新聞で

報道されていたのをみて，エチオピアの生活を懐

かしく思い出した。日本人はエチオピアと聞いて

どれだけの情報を思い浮かべられるだろうか。地

理上でも遠い国であるが，その生活はさらに現代

の日本からは遠く隔たっている。筆者は，キノコ

とキノコ食昆虫の調査のため，1993年2月から約

1年をェチオピアで過ごした。調査の行われたフ

ィールドはアビシニア高原を下ったェチオピア西

部，スーダン国境寄りの標高約1000mにある森

林地帯である。エチオピアでは唯、一のこの熱帯性

常緑林帯は，マジャンと呼ばれる焼畑農耕民によ

って利用されている（図4，6）。北緯7度のここ

の季節は雨季と乾季からなる。気温の年較差はほ

とんどなく，日較差は最低気温160Cから最高気

温320Cくらい。直射日光のあたる場所は400C

まで上がるので，日中は暑いが，夜間は家の中で

火を焚かないと寒くて寝られない。ここでの調査

期間中は食物，住居（図1）の全てを現地のマシ

ャンの人々にお世話になった。マジャン人（Ma－

jangir）のテリトリーは1万平方km程で，彼ら

は住居と耕作地を転々として生活する森の人々で

ある。以下，マジャンと生活する中で経験した彼

らのキノコ食を紹介してみたい。
一才ジャンの食事は，タロイモ，ヤムイモ，バカ

イモ，サツマイモ，キャッサバ，モロコシ（図2），

トウモロコシといった多様な芋類，雑穀類とバナ

ナから構成されており，その時々に収穫されるも

のを食べる。ある月は芋一色，ある月はトウモロ

コシ一色の食事に変化を与えてくれるのが，森か

らの狩猟，採集物一獣肉，昆虫（図3），蜂蜜，

木の実，そしてキノコである。しかし，彼らのキ

ノコに対する認識はごく単純で一括してコブン

（単数），コブニヤック（複数）と呼び，臭いス

ッポンタケ類をボー二ュィ，珍しく乾季にとれる

上靴南九邪の一種をノンキトータ（図5）と呼ん

で区別するくらいである。背着性のコウヤクタケ

頬のキノコなどはさずがにキノコと思わないよう

だ。しかし，考えてみれば色々な国の人がキノコ

というほぼ共通の民族分類をしていることは不思

議に思える。民族分類という言葉は聞き慣れない

かもしれないので，説明を補足すると，人はその

生活の中で，自然界のいろいろな事物に名前をつ

けたり仲間分けしたりしていくだろう。ある土

都　野　展　子

地で人々によって自然発生的に付けられる自然界

の事物に引かれた境界線が民族分類である。科学

分類によって生物界に引かれる境界線は一定の約

束事に従っており万国共通であるが，民族分類に

よる境界線の引かれ方には共通の約束事などない

ので民族や土地固有のものでありその上地の人々

の生活や価値観を反映したものとなる。例えば日

本人は魚の成長段階に応じて細かな区別をする

が，畜獣についてはそれほど細かくはないのに対

し，牧畜の古い国ではその逆の現象が起こる，と

いうようなことである。私が不思議といったのは，

様々な特性をもつキノコの何を共通項として人々

が認識しているのだろうか，という点である。

ところでマシャンにとってのキノコのカテゴ

リーであるコブニヤックのうちで，彼らの好む物

のひとつにスエヒロタケがある。大量に発生して

いると，日本人の私には，何ら魅力のないこのキ

ノコが，子供や女達によって喜んで摘み取られる。

彼らは石臼で原型をとどめないまでに，キノコを

挽き，土器で煮て，塩，香辛料で味付けしてイモ

とともに食べる。味は煮込まれた鹿肉そっくりで，

彼らも，タール（肉）マシャンギロン（マジャン

人の）と言っていた。

マジャン語で，おいしいという形容にはミンタ

ンという言葉が一般に使われるが，いわゆる旨味

のあるおいしさに対してはここンという言葉が当

てられる。キノコには二二ン（おいしい）という

動物性食品に対して用いられることの多い形容が

されていた。確かに澱粉はかりの食生活の中で少

量なりともキノコのようなアミノ酸の豊富な食物

の味は鮮烈なのだ。子供達が「ケージェン　コブ

ニ　オコッツ」（いつキノコを料理するの）と母

親にねだる気持ちもよくわかる。

キノコの発生の最盛期は雨季の始まりの直後

で，半年近く続いた乾季で乾ききった土地は，雨

が来て再び潤い，森の中は様々なキノコでいりば

いになった。乾季に入るとハラタケ日のキノコの

発生は減少した。東南アジアの乾季と違いここの

乾季は全く雨が降らない。強烈な日光を浴びて，

樹冠で覆われていない居住地には士族が舞い，縁

が日に日に減っていく。これが森の中に入ると－▲

転して，空気も日光も穏やかで優しい。森は生き

た湖，という言葉を思い出す。森林が，様々な形

態で保持している，水分量，エネルギー量は莫大
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図1．村はずれのマンャンの家。屋根は葦のような苧（現地名エルトイ）で葺かれることが多いが，エルトイ
の自生地はかなり遠いため，この家のように樹皮で葺く場合もある。男が吸っているのは水タハコ

図2・モロコシをついて粉にするマンヤンの了・供。粉に熱湯をかけ，だんこ状にして食べる。

図3・マンヤノの人達のタンパク源（卜はノンキトータと呼ほれるキノコの幼菌。下はクワカターム／の幼虫）。

図4．樹皮てひもを作るシャッティ（了▲供を持つ既婚婦人）。

図う．乾季に森の中のタンペという倒木から発生するシイタケに似た食用キノコ。現地名はノンキトータ。

図6．マシャンの家の周囲の畑は臣敷畑で，細々と

中に焼畑か散在する。

なものだろう。全く雨のない2カ月を経てもまだ

倒木から発生してくるキノコをみてそう思った。

メソギト一夕という椎茸によく似たキノコはこ

の頃に発生する。てシャンがダンべと呼ぶ樹

（Cordお頭イ用〃〟Lam．；ムラサキ科β07ⅥgわはCgαβ）

の倒木の，湿り気の多い箇所から発生する。何で

そこにあるのがわかるんだろうと不思議になるく

らい　発見しにくい所から，ノンギトータをさが

しだしてくるのには感心した。このキノコも煮て

イモに添えて食べる。マジャン自身の文化は末だ

純文土器文化なので，土器を用いて，煮るか焼く

蒸す，といった調理だけで，味付けは何もしない。

塩は貴重なものだ。私のいたHは塩を買いに2日

で行って来れるが，片道1週間もかかるような日

では全く塩のない食事をしていた。基本的に彼ら

はカタて（町の意味）とは縁のない生活を送ってき

た。使用する道具矧はひょうたんか掘ってきた粘

土で作った土器か森で採／，た篠で作り（写真4），

森から採れる材料で家を建てるのだから，彼らの

した作物が育てらかる。家の背後には森林か広がり，その

放棄した居住地は見る間に元の森へと戻ってしま

う。私は森の中の一定のコースを歩いて調査をし

ており，その途中にある焼き畑の世話をする家族

の出作り小屋にしはしはよほれて行った。たいて

いの村の人は，村にある家とは別に焼き畑の横に

出作り小屋をかけて，収穫前後は日中はそこで遇

こし，畑から採ってきたもので食事をするのだ。

同じものを日本で食べても旨いとは思わないかも

しれないが，森のなかの出作り小屋で木の盆や葉

っぱの上のイモを好きなようにとって食べた食事

は本当においしか一）た。イモにキノコのおかずな

どが添えられれほ大ごちそうで，子と－も達は歓声

をあげて食べていた。
スエヒロタケほ世界にありふれたキノコだが，

この上地に発生する連中は大変幸せな存在だと思

う。

（〒606－01京都市左京lス北白川追分町

京都大学大学院農学研究札　昆虫学教室）
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きのこって面白い（1）

フユヤマタケは凍えていた

関西に住む者にとってほ，秋のきのこ狩りのフ

ィールトは7カマツ林に決まっている。9月の末

にハッタケが出始めるとシーズンの開幕である。

10月にはいるとヌメリイグチやアミタケが発生し

始め，少し遅れてマツタケ，ショウゲンンなどが

顔を見せ始めるとシーズンのピークである。マツ

タケモドキほ本家のマツタケより遅れてよく似た

場所に出る。やがて，10月の末から11月にかけて

シモコシの発生を見ると秋のきのこシーズンもそ

ろそろ終りに近づいたことを知る。同じ頃，雑木

林や竹林ではムラサキシメジが菌輪を描いてい

る。シーズンの最も終りに発生するきのこという

ことになればシモフリシメンということになるだ

ろうが，このきのこをターゲットにするハンター

は少ない。シモコシもシモフリシメジも霜の降り

る頃に発生するのでこう呼ばれるようになったの

だろうが，発生期はせいぜい12月の始めまでで秋

のシーズンのきのこといってよい。シモフリシメ

ンの発生を最後に7カマツ林を彩ったきのこの姿

も見られなくなる。

さて，ここで紹介しようと思うきのこは，秋の

きのこが姿を消し，静まりかえったアカマツ林に

発生するフユヤマタケである。12月末の雪も降る

し，気温が氷点下にさがる日も多くなる初冬にこ

のきのこは好んで発生する。

このきのこに気付いたのは，年の瀬の霜の降り

た寒い日だった。希望が丘（滋賀県野洲郡）の近

くに，水捌けの悪い風化した花崗岩質の土壌の上

に若いアカマツが疎らに生育した空き地がある。

所どころに水溜まりができ，常に湿っている場所

には苔が生えており，松の成育も悪い。そんな林

の地上をよく見ると，赤や黄色をした小さなきの

こがたくさん生えていた。一見してアカヤマタケ

科のきのことわかったが，これがフユヤマタケだ

った。

その一本を手に取ろうとして，きのこが凍って

いることに気がついた。なんと，フユヤマタケは

冬の寒さを文字通り凍えながら耐えていたのだ。

小さく華著なきのこだが割合長く新鮮なのは冷凍

状態でいるためかも知れない。また，きのこを食

佐々木　久　雄

べる昆虫もいないから好条件が揃っている。

フユヤマタケは傘の径が0．5～5cm，2～5cm

の細長い柄の小形のきのこである。肉眼的な特徴

を記述すると下記のようになる。

傘は九山形から成熟すると漏斗状に開き，幼時

には中央部に円球状の突起を持つ。表面は粘液に

覆われ，幼時ほど粘性が著しい。傘の色は幼時は

淡灰色で中央は濃色。成熟するにしたがって，黄

色～朱紅色など変化に富んだ色を帯びる。柄は細

く，上下同大。色は幼時白色，成熟するにしたが

って，柄の中ほどから下部が朱紅色を帯びる。ひ

だはやや疎，直生～垂生し，白色。

フユヤマタケはシモフリヌメリガ十の′ト形品種

とされている。筆者はシモフリスメリガサを京都

府宇治田原町のゴルフ場の松林で1月上旬に採集

したことがあるが，柄も太く，どっしりした中形

のきのこで，フユヤマタケとは全く違った印象を

受けた。また，成熟した時，傘や柄の色が変化す

るかどうかは未確認である。

フユヤマタケほ食用としても価値のあるきのこ

である。先に記した松林では12月下旬～1月ヒ旬

まで発生し，根気よく採集すると毎回相当量の収

穫になった。我が家では季節外れのこのきのこの

人気は高く，シチューや吸い物の具に入れたり，

佃煮にしておおいに楽しんでいる。吸い物にする

とよいだしが出て美味く，収穫できた時には皆さ

んも試していただきたい。

（滋賀県野洲郡野洲町栄37－3）
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関西菌類談話会1995年度総会（第332回例会）報告

日　時1996年2月10日（土）14：30～15：30

場　所　京郡市上京区　同志社女子大学

デソトン館　地下1階

司　会　佐々木久雄氏

議　長　小寺祐三氏

書　記　小林久泰氏

1．開会の辞　佐々木久雄氏

2．議長選出　小寺祐三氏に委嘱

3．会長挨拶　横山和正会長

4．書記選出　議長が小林久泰氏に委嘱

5．議　事

A：報告事項

（1）事務局からの報告

（総務幹事：上田俊穂氏）（別紙）

①1995年度の会員数について

1994年度末の会員数　　　　　　　　　　　532

1995年度中の入会者数　　　　　　　　　　22

1995年度中の退会者数（休会者1を含む）　7

1995年度中の除籍者数　　　　　　　　　　22

1995年度中の住所不明者　　　　　　　　　3

1995年度末の実質会員数　　　　　　　　530

参考：会員数の変遷

1993年度末＝559名，1994年度末＝532名

②会員宛の郵便物の発送

会報16号，1994年度行事予定＋案内地図，シンポジ

ウム案内，八ヶ岳山麓観察・採集会案内，講演会演者

募集案内，会費請求関係書類，阪神・淡路大震災被災

者会費免除広告，講演会案内

③役員会での検討事項

役員会を2回実施し，主に次の様な事項を検討した。

1995年度の人事について，シンポジウムの内容，八

ヶ岳山麓観察・採集会関係，1995年度総会および講演

会について，1996年度の事業と行事について，事務局

を3人で分担する事について等

④その他

会費納入についてのお願い，会報への投稿依頼，連

絡先を変更した時の通知依頼，講演会の演者募集，会

のための建設的な意見や考えの募集

（2）1995年度行事報告（庶務幹事‥下野義人氏）

第323回例会　5月7日（日）

第20回分頬学講座「顕微鏡の使い方（中級編）・長

さの測定」

場所：京都橘女子高等学校

講師：吉見昭一氏・北岸阿佐子氏

参加者：16名

第324回例会　6月18日（日）シ∵／ポジウム

テーマ：「ヒトときのこ」

演題・演者：帰化菌類について（本郷次雄氏），動

物・菌類・植物三者の共生（相良直彦氏），私とき

のこのであい（森本肇氏）

場所：滋賀県大津市　滋賀大学教育学部会議室

参加者：32名

第325回例会　7月9日（日）観察・採集会

場所：奈良県橿原市　橿原神官境内林

参加者：59名，採集標本：122種

第326回例会　7月23日（日）観察・採集会

場所：京都府宇治市興聖寺裏山（大書山）

参加者：63名，採集標本：124種

第327回例会　8月24日（木）～27日（日）観察・採集会

場所：長野県原村八ヶ岳山麓

参加者：73名，採集標本：61種

第328回例会　9月3日（日）観察・採集会

場所：奈良市　春日山原生林

参加者：27名，採集標本：37種

第329回例会10月15日（日）観察・採集会

場所：滋賀県志賀町北小松　比良げんき村周辺

参加者：65名，採集標本：99種

第330回例会11月5日（日）観察・採集会

場所：京都市北区　宝ケ池周辺

参加者：49名，採集標本：74種

第331回例会12月10日（日）スライド映写会

場所：京都市左京区田中　田中神社弘安殿

参加者：53名

第332回例会1996年2月10日（土）総会・講演会

場所：京都市上京区　同志社女子大学　デソトン館

演題・演者：日本のトリフについて（吉見昭一氏）

きのこから発生するシアン化水素とその生理学的

意義（徳岡駒子・横山和正氏）

きのことの出逢い（西尾公美子氏）

参加者：55名

（3）1995年度編集委員会報告

（編集委員長：佐々木久雄氏）

会報No．16，17を編集・発行した。1994年度の1号

分の遅れを取り戻す事は出来なかった．No．17より編集

委員長が森本繁雄氏から佐々木久雄氏に交代した。

（4）1995年度決算報告（会計幹事：北岸阿佐子氏）
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関西菌類談話会1995年度決算報告

［収入の部］　　　　　　　　（単位：円）

繰越金

会費収入

会場収入

雑収入

予算衝　　決算額　　増　減

614，974　　614，974　　　　　0

1，000，000　　640，000　－360，000

20，000　　47，084　　　27，084

20，000　　365，598　　345，598＊

収入合計　　1，654，9741，667，656　　12，682

［支出の部］

通信費　　　　　450，000　　208，150　　241，850

事務費（一般）　　80，000　　　6，493　　73，507

事務費（人件費）　40，000　　　8，000　　32，000

会場費

会議費

印刷コピー代

謝礼

会報印刷費

会報刊行諸経費

振替手数料

調査費

雑支出

予備費

事業準備金

50，000　　15，000　　　35，000

50，000　　　4，688　　　45，312

20，000　　　37，630　　－17，630

100，000　　　4，120　　　95，880

450，000　　280，160　169，840

50，000　　　49，477　　　　　523

2，000　　　1，311　　　　689

50，000　　　　　　0　　　50，000

10，000　　10，147　　　－147

102，974　154，500　　－51，526

200，000　　200，000　　　　　　0

支出合計　　1，654，974　　979，676　　675，298

繰越　　　　　　　　　　　　　687，980

注：＊八ヶ岳観察・採集会の残金を含む

（顕微鏡購入を計画）

別途に事業準備金として，1，104，000円の定額貯金

会計幹事　北岸阿佐子

・会費収入が少ないのは，会費の請求が遅れたためであ

る．

・通信費および会報印刷費が少ないのは，会報発送が1

号分のみのためである．

（5）1995年度会計監査報告（会計監査：伊勢信子氏）

関西菌類談話会1995年度会計監査報告

会計幹事より捏出された現金出納簿、会費納入原簿、

諸経費支出に伴う領収書等の会計書類に基づき監査を行

なった結果、1995年度会計報告が正い、事を認めます。

1996年2月7日

会計監査　西田富士夫　㊥

伊勢　信子　㊥

（6）事務局を三人制にすることについて

（総務幹事：上田俊穂氏）（別紙）

事務局長：対外窓口的な仕事（問い合せ，交渉など），

入会関係，郵便物受取り，資料保管，他の係との打

ち合せ，総会・役員会などの資料・原案作成（会長

と共に），議事録の作成と保管。

文書印刷係：種々の文書の文案作成と印刷，発送，諸
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用紙の印刷・調達等。

名簿管理係：会計と密な連絡を取り，会員の出入りに

確実な把握，データベース入九宛名ラベルの印刷，

会員名簿作成。

個人にかかる負担を軽減するために，今まで一人でや

ってきた事務局の仕事を三人に分割したい。とりあえず，

会則はそのままにして，試行的に動いてみて不備な点は

改めてから会則を改定したい。来年度に審議事項として

総会に提案したい。

（7）1996年度役員紹介（会長：横山和正氏）

事務局の三人制への移行に伴い，事務局長に下野義人

現庶務幹事，文書印刷係に上田俊穂現総務幹事の就任を

予定している。名簿印刷係は現在検討中である。正式な

役員の変更とそれに伴う事務局の所在地変更は後日お知

らせする事とし，暫定的に古いままの役員を紹介する。

会　　　長：横山和正

副　会　長：吉見昭一

総務幹事：下野義人

会計幹事：北岸阿佐丁，松井英幸

庶務幹事：衣田雅人，九本龍二

運営幹事：天野典英，熊田俊夫，小林久泰，

佐々木久雄，杉山信夫，鈴木雄一，

橋屋　誠，藤田博美，森本繁雄，

森本　肇，上田俊穂

編集委員長：佐々木久雄

編集委員：岩瀬剛二，佐野修治，鈴木雄一，

橋屋　誠，田中千尋，丸西靖恵，

森本繁雄

会計監査：伊勢信子，西田富士夫

B．審議事項

（1）1996年度行事計画（庶務幹事：下野義人氏）

第333回例会　5月12日（日）

第21回分類学講座「顕微鏡の使い方（入門編）」

場所：京都橘女子高等学校

講師：吉見昭一氏・北岸阿佐子氏

第334回例会　6月15日（日）シンポジウム

第335回例会　7月7日（目）観察・採集会

場所：奈良県橿原市　橿原神官境内林

第336回例会　7月20日（土）観察・採集会

場所：京都府宇治市興聖寺裏山（大吉‥り

第337回例会　8月24日（土）～27日（火）観察・採集会

場所：長野県原村八ヶ岳山麓

第338回例会　9月23日（月）観察・採集会

場所：兵庫県宝塚市中山寺付近

第339回例会10月13日（日）観察・採集会

場所：滋賀県志賀町北小松　比良げんき村周辺



第340回例会10月25日（金）～27日（日）きのこ展

（京都府立植物園・京都園芸倶楽部と共催）

場所：京都市左京区下鴨　京都府立植物園

第341回例会10月26日（土）観察・採集会

場所：京都市北区　宝ケ池周辺

第342回例会12月8日（日）スライド映写会

場所　京都市左京区田中　田中神社弘安殿

第342回例会1996年2月1日（t）総会・講演会

場所：京都市左京区下鴨　京都府立大学

吉見副会長より，きのこ展に関して説明があった。

（2）1996年度会報編集計画

（編集委員長：佐々木久雄氏）

今年度，No．18，19，2口の3号の発行を目標にした

い。合併号にする事も考えている。内容を改革し，取

材記事を載せたり編集委員会として調査活動もしたい。

（3）1996年度予算（会計幹事：北岸阿佐子氏）

1996年度予算案

［収入の部］　　　　　　　（単位：円）

繰越金

会費収入

会場収入

雑収入

687，98（）

1，000，nOO

40，OnO

20，000

収入合計　　　　　　　　1，747，980

1995年度

第323回　第20回分類学講座

目　時：1995年5月7日（日）

16名参加

場　所：京都橘女子高等学校

講座の内容は昨年に引き続き，顕微鏡の使い万
一中級編－ということで吉見昭一氏と北岸阿佐子

氏がそれぞれ実際に顕微鏡を使いながらわかりや

すく解説されました。参加人数はやや少な目でし

たが，皆さん熱心に顕微鏡を操作し，きのこのシ

スチジ了や担子器，胞子を観察しました。今回は

ミクロメーターを用いて鏡検した試料の大きさ

（長さ）を知るための計測法を学びました。

（衣田雅人）

第324回例会　シンポジウム

目　時：1995年6月18日（日）

32名参加

場　所：滋賀大学教育学部

［支出の部］

通信費

事務費（一般）

事務費（人件費）

会場費

会議費

印刷コピー代

謝礼

5（）0，000

80，000＊

40，000

50，000

50，000

20，000

100，000

会報印刷費　　　　　　　　　　450，000

会報刊行詣経費　　　　　　　　50，000

振替手数料　　　　　　　　　　　2，000

調査費　　　　　　　　　　　　　50，000

雑支出　　　　　　　　　　　　1（），000

予備費　　　　　　　　　　　　　5，980

事業準備金　　　　　　　　　　200，000

名簿印刷費　　　　　　　　　　70，000

支出合計　　　　　　　　1，747，980

注：会報4回分の費用（前年度の17号分を含む）

別途に事業準備金として，1，304，000円の定額貯金

会計幹事　北岸阿佐子

・1995年度と殆ど同じである。取材活動を考えて会報

刊行諸経費を増額した。

以ヒが提案され，賛成多数でH†決された。

6．閉会の挨拶　副会長　吉見昭一氏

7．閉会の辞　佐々木久雄氏

活動の記録

今回のシンポジウムのテーマは「人ときのこ」

で，本郷次雄氏が「帰化菌類について」，相良直

彦氏が「動物・菌類・植物三者の共生」，森本肇

氏が「私ときのこの出あい」について講演された。

参加者の中には岡山県や富山県からの万もあり，

時間まで有意義な討論がなされた。（表出雅人）

第325回　橿原神宮観察・採集会

目　時：1995年7月9日（日）暗

59名参加

場　所：奈良県橿原市橿原神官境内

（シイ・カシ林）

前日まで梅雨の大雨が続いたので，きのこの腐

りが心配だったが，59名と多くの参加者のおかげ

で126種（変形菌11種を含む）が採集・同定でき

た。今回30種のきのこが新たに同定され，採集記

録に加わった。　　　　　　　　　（荒井　滋）
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採集品リスト

1物Jわ桓psね乃グあわ乃ざ　　　　　　キヒラタケ

2助卯町毎co乃わ（7　　　　　　　アカヤマタケ

3Aざお71砂加和かC坤β摘0才deS　　　　ヤグラタケ

4エαcc（7γねがオ〝αCg0αぴgJお花gα　カレ／ミキツネタケ

5Co砂あわd町坤カブ肋　　　　　モリノカレバクケ

6Co砂鋸αSp．　　　　　　モリノカレバタケ属

7肋和ぎ椚ブgJJ〟S〝なγかぶ　アシグロホウライタケ

80〟dg椚α乃gggJわ♪〟dg刀ざ　　　ビロードツユタケ

9肋和ぎ∽オ〟Sp〟Jcゐgγγ車どぶ　　　ハナオチ／ミタケ

10ル払γα5∽オ〟S椚αズ才椚α∫　　　　オオホウライタケ

11〃ycg乃α♪〟γα　　　　　　　　　　サクラタケ

12q倒扉矧槻＝頑那加　　　　　　ダイダイガサ

13A椚α乃才ねノおrf〝05α　　ヒメコナカブリツルタケ

14A椚α乃ブねCgCfJわβ　　　　　　　テングツルタケ

15ノ4〝Zα〝加が（材Z乃αねvar．がαgわ7αね　　ツルタケ

16血相祓椚噸加地var．力めαカバイpツルタケ

17A肌α乃加わ乃gお古γグαねタマゴテングタケモドキ

18A椚α乃加かβ〟d噌0ゆ匂′γブαコテンブタケモドキ

19A〝‡α乃ダねαCgねα　　　　　　　　　　キリンタケ

20A椚α〃お頭わざαCgα　　　　　ヘビキノコモドキ

21A彿胤加わsp．　　　　　　　　　テンブタケ属

22P〟ね〟∫αγわ一坤沼鋸　　　　　　ウラベこガサ

23PJ〝ね〟Sお0乃オ〝〟S　　　　　　　　　ペニヒダタケ

24f〉J〝ね〟SSp．　　　　　　ペニヒダタケ近縁種

25C地明吻胞憫肋舟抽ぬ

オオシロカラカサタケ

26肋CタpJ¢わ血刀gO刑α5わgdgα　ドクカラカサタケ

ご丁／一‘肋、（折り♪／JJ川∫いJ●JJ／，〟〃川〟

コガネキヌカラカサタケ

28Ag〟γfcαSαわ7ゆfグ∂〝J∂〟ぶ　　ウスキモリノカサ

29Ag視γfc〝ざ♪用gCん那珂わ椚Og〟5

ナカグロモリノカサ

30Ag提rgC〝gSp．　　　　　　　　　　ハラタケ属

31C坤γ乃〟gpαわ〟肋γdf　　　　クズヒトヨタケ

32C呼γg乃〟Sdわざgmg〝α加S　　　イヌセンボンタケ

33fαわγgぬCα乃doJねα乃α　　　　　　イタチタケ

34劫oJわお肌αggcoわvar．椚αC71加（お

力オリ　ツムタケ

35血叫庖sp．　　　　　　　アセタケ属No．1

36血叫庖sp．　　　　　　　　ア七夕ケ属No．2

37Cγゆfdoねばあαdわ／わccog〟ざクリゲノチャヒラタケ

38Cタ喀才（わねぎ∽OJJね　　　　　　　チャヒラタケ

395わ℃鋸わ〝砂CggCO画ざ〟5　　　オ二イグチモドキ

405わ如才わ〝砂Cg∫5g椚オ乃〝あざ　　　　コオ二イブチ

41Gyれ坤0γ祝SJ（哲Zb・SJfdfαね8gクリイロイグチモドキ
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42f）毎JJ坤0用58gJJ〟g　　　　　　　　キヒダタケ

43盈和CO椚〟5〝Zg和研αC〝Jαねぎクロアザアワタケ

吊．＼’川灯りJ…J∫♪（〃■川JJ／∫

45C／ZαJcかγ〟ざ♪車gmJ〟5

46βoJgf〝ざγ如才C〟Jαねぎ

47劇症血日加血肌的郎附

48劇症血＝俳壇那

49月Pk〟50γ柁α車β5

50且油薇り触鹿川那

うlβ。んイノバ♪∫川rわ（、（〟り♪JJJ

52励励町画地血払触

53乃麺繭椚加棚

54乃句弼お肌痛那

ヒメアワタケ

コショウイグチ

ヤマドリタケモドキ

ムラサキヤマドリタケ

コガネヤマドリ

キアミアシイグチ

コウジタケ

ニセアシベニイブチ

イロガワリ

ミドリ二ガイグチ

ホオペ二シロアシイブチ

請J一…、わ〃／川（・．1イ什川／り／・／r〃山／（1

56励借地川妙′ZC（7乃5

57戯描融侶お頭浄協

58点那馳庖守如ね那

59風服血b k抑狛肌扇

60月〟55〝ぬpgCfわZαわfdg5

61月〟55〟ぬ507prfα

62月〟55加わりα桝αα〃〃α

63月㍑ざざαお肌αγぬβ

巨l〟附M／んJrJ／h…什血血

65月〟gS〟JαCαざね乃坤gfdぬ

66j？〟5∫〟わゑα乃ざαfg〝ごね

67兄那馳庖sp．

68エαCねγオ〟ggg川畑ダブ

アカヤマトリ

ク　ロハッ

クロハツモドキ

クサハッ

クサハツモドキ

クシノハタケモドキ

キチャハツ

カワリハツ

こオイコべ二タケ

ヒビワレシロハツ

カレバハツ

ヒナベ二タケ

べニタケ属

クロチチダマシ

69エαCねrf〟55〟妙JわzJゐ（郡J〟5

ヒロハウスズミチチタケ

70エαCねγ〟5gγαCgゐ

TIJ二（汀hJイJ／∫JJJわごり〃（げ／什ヾ

72エαC加わ〟gSp．

73　Cと〝兢αrgJ〟SC蕗αγ〝5

74Cα乃才力α柁〃〝∫Sp．

75Cα〃〟桁αγ〝gPgα

76物血gJJα椚CO乃C柁gCg乃5

77　も妙0γ〝ざαrC〟由γ鮎

78月）如，0γ〟ざ〃αrf〟5

79助妙0γ〟ざみαdグ㍑ざ

伸上附小り7／JJ・けnJ■守…●J′∫

810忽妙0γ㍑56αgg〝5

82　CoJ～γgcねCわ7〝α∽0刑βα

83丹C乃坤0γ〟SCOCCg〝β〟∫

ト171ハ川J（－／（－∫J・り滋lりJH▲

85T7′fcゐ（ゆね‘椚む的γ∽β

86月γ柁乃〝如γぬocγOJg aα

87廟仰γγ∫∫　オ伽ざ〟∫

アシボソチチタケ

二オイワチチタケ

チチタケ属

アンズタケ

アンズタケ属

カレユダタケモドキ

チャハリタケ

アミスギタケ

キアシグロタケ

アシグロタケ

ヒラフスペ

アオゾメタケ

ニッケイタケ

ヒイロタケ

カワラタケ

ハカワラタケ

ウズラタケ

ブドウタケ



88G（〝Odgγ研α　〟C寝〝沼

的G（川川んり・仙川♪ん川rJ／J／／／′

90才捏0〝0才〝∫Sp．

91Agγαβ〟5わgmP刑か．C〝5

92ScねγOdgr〃αα柁0わ〟椚

93GgαSJr〟肌用わⅦ∂才お

里（、‘J／川〟〃川川中げ〃‖－∫

95Cα即かαCαgあわ

マンネンタケ

コフキサルノコシカケ

アズマタケ

ッチダリ

ヒメカタショウロ

ヒナツチガキ

ノ　ウタケ

キクメタケ

96わ′坤摘0椚p・．キツネノチャブクロ近縁種

97ノ1〟γgc〟Jαγねα〟γ‡C〟Jα　　　　　　　　キクラゲ

98G〟頭乃α頭α摘〟ぬγα　　　　　ツノマタタケ

99C（わcgγαびわco∫α　　　　　　ニカワホウキタケ

100励砲抑仏画画加邪　　　　　　　ゴムタケ

101月毎）0柁Jわcffrわ‡α　　　　　　　ビョウタケ

102Trfcゐ材わ55〟椚Sp．　　テングノメシガイ属

103劾わγ才αCαJJg乃ブαβ　　　クロサイワイタケ属

104ガgJ〃gJぬgJαSfgcα　アシボソノポリリュウタケ

105月gJがβ地αわⅥクロアシボソノポリリュウタケ

106助椚αγ才αゐg∽毎）ゐαgrfcα　シロスズメノワン

107CoゆCゆ550みoJ節和　　　　　　　セミタケ

108CoゆCゆ5Sp．　　　　　　　冬虫夏草属

109CoゆC坤ざ椚gcん如乃β乃ぶた

クチキウスイロツブタケ

110CorめC¢5α乃乃Zf肋わ　ヒメクチキタンポタケ

111rfJαC／沼dわpSfS乃な用　　　　　オサムシタケ

112ムαrgαα妙fco血　　　　　　　　　クモタケ

113Cemfわ〝ぴ∬αル〟ffca‘わざα　　　　　ツノホコリ

114CgmJわ明叩αル㍑ffc〟わ5αVar・♪0γわfdg∫

タてサンゴホコリ

115Cγ路和γαSp．

116匂C聯あゆfdg邦か〝椚

117T〝的γα旅γγ〝gわけ5α

118Aγ¢γ‡αCわIg柁α

119釣碕卵鱒押通

120物∫α州別Sp．

121かよめ′沼払研Sp．

122かZdg〃〝αSp．

アミホコリ属

マメホコリ

クダホコリ

シロウツボホコリ

ススホコリ

モジホコリ属

カタホコリ属

ホネホコリ属

第326回　宇治大吉山観察・採集会

日　時：1995年7月23日（目）暗

63名参加

場　所：京都府宇治市大吉山興聖寺境内林

（シイ林）

当日は前日までの大雨もすっかりあがり，夏ら

しい天気になった。

－25

あちこちの石垣でクモタケが見られる琴坂を登

り，興聖寺の門前に集合する。そこでは会員の本

多澄夫さんが静岡県の三ケ日で採集してこられた

アンドソタケを木陰に植えて撮影会が始まってい

た。その後，案内役である杉山さんの説明を聞い

て採集にかかる。夏のシイ林は湿った熱気に包ま

れていた。この目，採集されたきのこは全体的に

テングタケやイブチの仲間が多く集まった。

（橋屋　誠）

採集品リスト

lJlゾJ／ごりノ叫∵〃〃川（1川川川JJt、

2エαC甜γグαα研gf毎′5おα

二ミ　ん／…J／・／（JJイJJ（汀l、り（…、／んJ〃l、（J

・10川♪／〃7〃〃〟（直中∫／J川J

5G∽開脚勘紬血

6Co伊α♪βγP邦αね

7肋γα5椚feJJ〟gC（7乃dg血∫

ト〟（・川♪川（J／J／川♪仲川か／バ

リ〃〃／J川／り／（、／八、品日日巾偏■川八

100〟dg椚α〝5才βJ肋♪〟dg乃5

11▲1ん川川で／JJヾ♪J／Jf・／＝函恒

lJ　▲lJ（川…JJ／J／HJJ（J．汀肌侶

13ル私用∫椚ブ〃SSp．

14Cr乃砂gJJねsp．

15A〝α乃グα∽eJわた呼ぶ

スエヒロタケ

ウラムラサキ

カレバキツネタケ

ヒダサカズキタケ

ヒナノ　ヒガサ

ワサビカレバタケ

シロホウライタナ

シジミ　タケ

ヒメムキタケ

ビロードツユタケ

ハナオチノべタケ

オオホウライタケ

ホウライタケ属

ニセホウライタケ属

ヒメコガネツルタケ

164仙川抽り那肌毎卿椚那加

イボコガネテングタケ

17ノ1椚α乃如ge刀7∽αね　　　　ウスキテンブタケ

18A椚α乃才ねCeCfJわβ　　　　　　　テングツルタケ

19A柁α〝加わ乃gゐrdぬタマゴテンブタケモドキ

20ノ4∽α〝グ由一布鞄両側　　クロタマゴテングタケ

21Amα乃血かβ〝d噌0ゆめ・γαコテングタケモドキ

22A椚α〝如Cfか〝αVar．grZ5gα

クロコタマゴテンブタケ

23A〝7α乃才ねがOJがαね　　　　　　　　フクロツルタケ

24Amα〝ffαγ〃∂gSCg乃5　　　　　　　　　　　ガンタケ

25A∽α〝才α坤わざαCgα？　　　ヘビキノコモドキ？

26Am州南県玖　　コナカブリテングタケ近縁種

27A椚α乃ブぬαみγゆね

ござ▲・1〃汀日日■ねでイ／函J（、り／‘ブ‘、∫

29肋cmJゆわねsp．

30凸α≠わ7柁JgαSp．

31fなα≠わ′柁J由sp．

32ノ1grの　∂ggγ占鋸α

33血叩加お如

タマシ／ロオニタケ

シロオ二タケ

カラカサタケ属

ナヨタケ属No．1

ナヨタケ属No．2

ツチナノ　コ

キイロアセタケ



34血叩加sp．

35　C（フ〟オ〝αrg〟∫∂0わγね

36Corfg乃αγグ〟gSp．

37都制極め肋封捌珊祓

38都制軸心肋飢押虜矧お

こうリnJ．l・／－／／JJJfJかl）Jけ〃汀JJわいJJ

40月北路反日‰姑滋

11封ハ刷り〃J．1廿∫川7両†JJ†∫

425わ℃鋸わ〃砂CgざSp．

434那加痛減劾町舟扇坤〝鋸

刃．・lJ／dJ・り／）り／（、／JJJ HJ／りゾ／・t・旧

45月oJeねJJ〟ggm0（お乃ごね

46月0おおJ〟g r㍑55gJJ露

47物JJ坤0γ〝SみgJJ〟5

ア七夕ケ属

アカップフウセンタケ

フウセンタケ属

キイボガサタケ

アカイボガサタケ

ニワタケ

サケバタケ

オニイグチモドキ

オニイグチ属

ヤシャイグチ

オオヤシャイグチ

キクバナイブチ

セイタカイブチ

キヒダタケ

48物Jわ如γ㍑言わgJJαざVar．りα乃ggCg乃5

イロガワリキヒダタケ

49f）／如才坤0γ〝50γブ紺地Jね

アカェノイロガワリキヒダタケ

50助川CO刑〟ぶ刀智和椚αC〟才か〟5　クロアザアワタケ

11PJJ／～けりわりん／〟∫ハ…1仙イ／／

うJ PJ／／JH・りみりんイJ′∫～ゾタイ（′／∫

1二1．1／J八、り′）りんイJばがJ／わ（・ん川JJ∫

54月oJeJ〟5α0ゐダブ

55＆蘭おの制頑如

56月0ね〟gp5g〟docα坤〟∫

う丁βりん、紬．ヾ　汀／古さわ〃J／∫

58乃わ〆わざ刀などγrg刑αS

キイロイグチ

ヒメウグイスイグチ

ヌメリ　コウジタケ

ヒメ　コウジタケ

キアミアシイブチ

ニセアシべ二イブチ

ダイダイイブチ

モエギアミアシイブチ

59乃頗溺札付靴頑如

60乃，わpgJ〟5乃gq斥JJg〟5

61乃毎繭路払肋祓

tミご　T、イり♪〃JJJJイJMりJり▲＝川川∫

63乃わ〆J〝SSp．

titlんげか〃／川（T／ハリJJ／…・／l〃／′JJ‘・

111凡帖ヾJJ／（J（イりけ情・り（川、り山／rJ

66兄那助成行毎矧扇∽

G丁斤JJJ川んJJJk／▲八・r川、ヾ

68月α5∫〟Jαdg乃ざ拘Jfα

GtI凡ば、ヾJJん日こ、……■‘川仙／

70月〝5g〝ねむgSC（7

71月㍑55〃gdSp．

72月α55㍑Jαナ裾αrfαβ

73月〟5g〟Jαα椚0g乃α

Tl　〟J／∫JJJ／‘7Jゾ什JCi〃∫

アイゾメクロイグチ

こガイグチモドキ

キ二ガイグチ

ブドウニガイグチ

こガイグチ属

アカヤマドリ

ツギハギハツ

シロハツモトキ

クロハッ

クロハツモドキ

カワリハッ

チギレハッタケ

チギレハッタケ近縁種

二オイコべ二タケ

ムラサキカスリタケ

アイタケ

75月〝∫∫〟血がγ寝γ〟γPJ椚αお　フタイロベニタケ

76月〝55〟JαCα言わ乃坤5才ゐ　　　　　　カレバハツ

77月以∫∫〝血JgJαCgα　　　　　　　ウスムラサキハツ

78月〟55〟由sp．　　　　　ヤプレベ二タケ近縁種

26

79月〝Sg〟血γ0gαC（ヲα

80月〟5g〟血犯β0gmgfgc（Z？

Sl　上（7（・／（汀わびで・り／（〃川∫

82エαC由γ払ggぞ川畑ダブ

83エαCねγ才〟gSp．

トl L〟〃〃Mハイ／JJJJ〃／JJ〃・

85Cα乃挽α柁J〟∫Sp．

86　C由が〟J乃αCγたわわ

87Ck川桁∽α傲沼か漬加商b

ヤプレベニタケ

ドクベニダマシ？

チチタケ

クロチチダマシ

モチゲチチタケ

ヒナアンズタケ

アンズタケ属

カレユダタケ

ムラサキホウキタケモドキ

88C加血肌硯材叩娩出

895■ねrg〝椚OSわでα

伸ゴ／川－J川J押JJ∫‘申出川7

91劾わあoJ〟5頭gCおろfJg5

92月死ゆ〃徽＝規正那

り：う．177－川小用”抑止

94C明地如撒＝扉畑お

95f妙坤0γ㍑5g0わ乃わ児∫ね

960gな坤0用gfゆゐmJg〟C〝ぶ

り丁（’りJ什／（イrJC／J川rJ〃JfりJJ川

98Co抄fcggJ血♪〟5才Jわ

99　7うⅦ椚βわざがg門gcoわγ

1州71Jゾ‘ソ叫肋〃J川／－／－イ／J川川

フサヒメホウキタケ

チャウロコタケ

チウロコタケ

モミ　ジウロコタケ

キアシグロタケ

ウチワタケ

ヒトクチタケ

シロカイメソタケ

オシロイタケ

ニッケイタケ

ヒメオツネンタケ

カ　ワラタケ

シハイタケ

101Trfcゐ（ゆ≠〟刑カばCOがわJαCg〟椚ウスバシハイタケ

102fセ柁乃邦かγぬocカmJe〟α

103凡間物抑恒油壷壷

104q′Cわ用ツCg5丞相C〝5

105血0〝0才〟SSp．

11両　ゴ（・／り川か川舶＝川冊／fJ／JJ〃7

1075、cJgプⅥdg円盤α柁αg

lO8C血地肌再明妨止痛

109　GgαSfr〟∽刑オγα∂グJg

llO G融びわ■綱川癖職邪

111／一〟〃り♪〃′川・〟／J抽りど／／

112励みのα5才α光軸0乃gc（7

113T柁椚gJbsp．

114　CαわcgrαCOγ乃βα

115g履〉加〝ぴCggSp．

116Co摘わrgお力℃〝do∫α

tlT　り／／‘7川（、／りけ／、J川‘J

llト　ハ／（、／叫両ヾ川川廿rJ／／‘〃■

ウズラタケ

ツガサルノ　コシカケ

ワヒダタケ

アズマタケ

ヒメカタショウロ

コ二七ショウロ

和名なし

ヒナツチガキ

ャブレツチガキ

和名なし

シラタマタケ

シロキクラゲ属

ツノフノリ　タケ

キツチダソゴ

クロハナビラタケ

キミ　ミ　タケモトキ

ナナフシテソグノメシガイ

119月頭0rgbcfγわα

120月gJがβ肋cr毎，α

1ご1．＼二、・ん7J●／‘り一一中J川り如‘7

122CoゆCゆSCgc（7（ねg

123ムαγαα纏わ0肋

ヒョウタケ

ノポリリ　ュウタケ

マメザヤタケ

シロマキセ　ミ　タケ

クモタケ



124ムαγグ再坤0犯gcα　　　　　　　ハナサナギタケ

第327回　八ヶ岳山麓観察・採集会

目　時：1995年8月24日（木）、27日（日）暗

73名参加

場　所：長野県諏訪郡原村

（カラマツ林・落巣広葉樹林）

乾燥の続いた天候のため，きのこは少なかった

が，現地案内人の五味氏と原村在住の守屋氏にお

手伝いをいただき，阿弥陀岳中腹（1900m）付

近への健脚コース組を急遽編成し，いくらかの採

集はできた。天候が異常でなければ，原村村有林

および農場の敷地で充分な採集が見こめるが，天

候が異常（乾燥しすき）な場合，高所での採集を

検討する必要がある。

96年度も，もう一度八ヶ岳に挑戦したいが，今

回の宿舎は取れないので，諏訪湖方面または富士

見方面での宿舎の確保が必要。　　（松井英幸）

採集品リスト

仁〃川／’り／JJJ♪J／／仙曲げ／J／∫

2月珊胤＝制鋸壷正俳那

二　ムリJ／〃リバ／l・再訂旧

4勧仰0γ〃5　〃doγ乃〟5

5⊥dCCαrfαSp．

G r／イ（ゾ川／り〃Jり♪JJ■∫／一才／／J■ん川∫

7Trfc如わ椚αSp．

ト　r／イ（、仙山仙＝岬一肋JtY〃川

リCり坤阜／〟JmJ川J‘J山

10CoJかみねd町坤如才α

ll Co坤みねsp．

12ル九m55〃わg肋gSp．

13〃ブC和∽♪ゐαkSp．

14肋和ぎ椚オ〟ざSp．

仁1．1小’「〃′ノ♪／／川

ウスヒラタケ

ニオイカワキタケ

マツオウシ

フキサクラシメジ

キツネタケ属

サマツモトキ

ミネシメジ近縁種

ミネシメゾ

アカアザタケ

モリ　ノ　カ　レバタケ

アマタケ近縁種

シロホウライタケ属

サカズキホウライタケ属

ホウライタケ属

サク　ラ　タケ

16A椚α加わがαgわはねvar．♪〟〃Cおお　オオツルタケ

17．4JmJ〃J■九日・J／J〉l・ゴビ‘WJ

lトノ情′／川∫〟JJ‘高小沼旧

19f〉ゐoJわねノお肌椚α乃∫

20f）加JわねがわⅦgαJg乃α

21元町ゆりお城函南

22血叫庖sp．

23励zfわざC（ゆg相加

24Co〟わZαrg〃SSp．

ガンタケ

ウラベ二ガサ

ノ、ナガサタケ

アカツムタケ

オ1－キヌハダトマヤタケ

ア七夕ケ属

ショウゲ㌧／ジ

フンイロタケモトキ近縁種

25Coγめαγ〟5Sp．マルミノフウセンタケ近縁種

27

26Coγf才乃αrgαgSp．　　　　　　フウセンタケ属

27q朋鋸が反り和め薇加　　　　　チャツムタケ

28月如d坤わ，肋gSp．　　　　イッボンシメジ属

29C／ZmOgO椚♪ゐα∫わ椚g〝わざ〟5　　　7サクギタケ

30月0お古乃〝5αざαfわ〟5　　　ウツロべ二ハナイクチ

315■〃gJJ〝ざ∂0〃オ〃〟5

325αZJJ〟5Sp．

33月0おねぎSp．

34乃わ〆J〝ざα才椚オ〝5

二日釣rJJJJんアリ・（川り，l▲（川がM

36月〃55〟肋〃ggCα

37月〟55〃如才¢揖α

38エαCねγねぎ優りノ0才〟5

39エαCねγ〟ざ如γ乃乃ごね

」llJJ汀山／▲／JJJ（、／タロI川／1■／Ji〟∫

41エαCねrf〟SSp．

42C／αがfcom乃α如才dαね

43秘αmSgねcr痩〉α

1」〃、・fJJ川川／▲l－♪′川（わ〃〃

457gJゆ如0αSp．

車上恒砧－〃〃川JJMm｝ん▼JJJ

J丁ル恒…・J′∫〟／…｝山／ム

48f）ゐαeOJ〟ggCゐ抑βわわたダブ

49　CoJJγfc由cg乃犯α椚0∽紺

50　T7Ⅵ椚βわざがg和才coわγ

11rJ●J■（、／J（ゆか川川／）／（、／ノー〃ハり〃

1ご什ハ〃J巾）tけ／（7川／J川応∫わmJ

53月βおれ）みのgdわ乃オ乃ざ〟／α柁

54Gα〝Odgmα乃紺づ‘坤0乃fc〟椚

7　ミ　タケ

ヌメリイブチ属

トクヤマドリ

ウラグロニガイ　グチ

カワリハッ

チギレハッタケ

ヤプレべニタケ

クロチチタケ

カラマッチチタケ

キチチタケ

チチタケ属

フサヒメホウキタケ

ハナビラタケ

カノ　シタ

イボタケ属

こオイハリ　タケ

ハチノスタケ

カイメ　ソタケ

ニッケイタケ

カワラタナ

シハイタケ

‾ナワフタギタケ

レンガタケ

マゴシャクシ

55Gα乃Odg椚αゆJα邦か㍑椚　コフキサルノコシカケ

56　5、CわγOdgr〃αrgαβ

う丁．＼’／fJJJんJJJ／J・（－（－／†MJr〃かざrJ

58かC（ゆgrdo〃pgr加〝椚

59む′C坤g畑0乃坤αdfce〟椚

60　C（7わcg7℃がねco∫α

61月gJがgJあゆゐ如才〟∽クラカ

コ二七ショウロ

コチャダイゴケ

ホコリ　タケ

キホコリ　タケ

ニカワホウキタケ

タ　ノポリリ　ュウタケ

第328回　奈良春日山観察・採集会

日　時：1995年9月3日（日）曇

27名参加

場　所：奈良市　奈良公園及び春日山遊歩道から

若草山

梅雨明けから続く乾燥で，きのこはあまり見ら

れませんでした。それでも，たくさんの人が探す

と集まるもので，38種の菌類が確認されました。



硬質のきのこが中心の採集会になってしまいまし

たが，途中でヤー～ビルの歓迎などもあり，楽しい

観察会となりました。　　　　（丸山健一郎）

採集品リスト

l f）わ〟rP〃ざ　〟椚0〝αγわは　　　　　　ウスヒラタケ

2エ印加〟gJ¢fdg〟5　　　　　　　　マツオウシ

35－Cあた坤如才J〝研CO椚∽〃乃g　　　　スエヒロタケ

4肋払γ　研ぎ椚JJ〝SSp．シロホウライタケ属近縁種

5ル行crP椚♪ゐdJgSp．

6劫乃eJJ〟5g妙Jgc〝5

74㌢叫扉昭〝細ぬ

85ねγ〟椚005rgα

9めわあoJ〟5♪γグ乃C¢5

1日抑両軸‘JJJJ－（J（7JJJ∫

ll．lJ／川｝♪り川日日▲山（、小さ

12〟gcγ坤0mgα顔形グ5

13C明柚か撤＝雨脚お

14CoJわイcfd刑0乃ぬg乃gfvar

15fyC乃（ゆ0γ〝5C〃ccわ‡β〟∫

圧ん、JJこ／／バわく・拗けJJJJJ

lT T一・（川け／（・JJ・り滋（、りJ…・

サカズキホウライタケ

ワサビタケ

ッチナメ　コ

チャウロコタケ

オオウロコタケ

アシグロ　タケ

ツヤウチワタケ

ウチワタケ

ヒトクチタケ

節′gg乃露　　ウズタケ

ヒイロタケ

カイガラタケ

カワラタケ

18二n′fc／〝ゆね仰カばCOがわbcg〟椚　ウスバシハイタケ

ltI T／‘／lJM♪／〃〃け／川WJ／J川J

Jり什汀〃JJ亘りタイ（7り（ソ川舟JJ（、′J

21凡酢軸細れめ加地

22　G（7乃Odgr∽α7才‡Cfd〃椚

二二ミG‘川り（ブ（川J（JJJ川jr7／）り山川川

24CンCbナり′CgSカ′SC㍑5

1　ルり柚J／〃メ．l・川川／／HJJ

ごti P／汀〃／mJヾJ・りhJdJJJ

ご丁．心／仙、JJJ小・椚川肋・／J■信旧

28Geがfr〟椚peCff〝αJ〟∽

29Trg椚gJbsp．

3日．・1〃Jイ「〃んげ／（日〃け／（・J／んJ

31仇ゆ涼m画地血液

32Co摘fer存β5万℃乃dosα

シロハカワラタケ

ウズラタケ

ノガサルノ　コシカケ

マンネンタケ

マゴンヤクシ

ワヒダタケ

ダイダイタケ

コブサルノコシカケ

ッチグリ

コフキクロツチガキ

シロキクラゲ属

キクラゲ

ツノマタタケ

クロハナビラタケ

33ヱ）gr刑αねαCgαg　　ハイイロクズチャワンタケ科

34Xyαrα　0秒力作0ゆα　　　　　　マメザヤタケ

35ムαγブ再‘坤0乃fc（7　　　　　　　　ハナサナギタケ

36ムαrfα∫わ7CJαgrfg　　　　　　ツクツクボウシタケ

365と少go地肌C町5αゆβγ∽‡椚　不完全菌の一一▲種

37ββ〟〟がgrfα∂αS∫ね〝α　ハツキュウキンセミ　カヒ
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第329回　比良山麓観察・採集会

日　時：1995年10月15日（目）暗

65名参加

場　所：滋賀県滋賀郡志賀町北小松「比良元気＝」

（アカマツ・コナラ林）

JR北小松駅から少し登った「比良げんき村」
一帯で採集した。10時30分に山岳センター前に集

まり，諸注意を聞いた後，各自思い思いの場所に

散らばった。汗をかきながら，昼過ぎまで採集。

昼食の後，センター前の芝生に新聞紙を敷き，そ

こにきのこを並べて，同定を行なった。今年は例

年に比べ秋に雨が少なく，気温が高かったので，

きのこは不作の感じではあったか，猛毒のドクツ

ルタケほたくさん採集された。その他，タマシロ

オニタケ，コウボウフテなど採集品は100種に達

した。

2時半過ぎから雨がほらつき始めたので，解散

した。　　（井上圭子，鈴木雄一，横山和正）

採集品リスト

l Scあた坤わ′JJ〟椚CO〃7椚〟乃g　　　　スエヒロタケ

2わ噌郎肋憫Sp．　　　　　　　　シメゾ属

3エαccαγα鋸coわγ　　　　　　　　オオキツネタケ

4エαCαZrfd由ccαね　　　　　　　　　　キツネタケ

5エαcc（7rfα如乃αCg0α〃gJJα〃βα　　カレバキツネタケ

6エαcc（汀αSp．

T rJイ（・／い／＝〃〟（J〟川か†〃7

8Ar椚fJねγfeJJα別gJJeα

94γ椚fJJαrgg肋sp．

10Co砂ね　α秒省αCgα

ll Co砂鋸α如γP乃αね

キツネタケ属

シモコ　シ

ナラタケ

ナラタケ属

二七オリ　ミキ

ワサビカレ／ミタケ

12Co砂鋸αSp．　　　　　モリノカレバタケ属

13fb乃gJJ㍑55秒ffc〟5　　　　　　　　ワサビタケ

14肋mg椚才〟∫5才cc〟g　　　　ハリガネオチノミタケ

15几勿Cg〝α♪〟用　　　　　　　　　　　サクラタケ

16ノ椚α〝ね　α乃兢grわα　　　　　　　　テンクタケ

17A椚α加わがαgわ7αねvar．力めαカ／、イロツルタケ

18ノ1〝α乃ねgSC〟お花ね　　　　　　　トウシンタケ

19ノ1〃7α乃才ねびわⅥSα　　　　　　　　　トクツルタケ

2（月利佗α刀ねC存γ乃dVar．C存γわα

コタてコテンクタケ

：1．4〃汀日日■／‘川毎JJ♪血

224槻用地用両頭蛸壷如

タマシロオ二タケ

シロオ二タケ

二．川（川高日、証〝＝■．川バーりめげたノ

ーサ十十ク　レシロオニタケ



24Aタ乃α乃fねsp．

25f）J〟ね〟5αわイC（ゆgJJ〟5

26PbJg㍑SSp．

コ丁．相打…恒症血♪／’り（、川′7

28几ねCγOJゆわねsp．

29肋C和Jゆわねsp．

30Agαrgcα55〟∂γ㍑ffkCg〝∫

314弊政那Sp．

32上申わねsp．

33C坤γわ〟5αγα研純血γ〟ざ

二日八fJ〃り71潮目、／J／〟〃（J

35乃αfわ′柁Jkcα〝do抽α乃α

36凸加わ′柁Jb〆J〟J拘γ椚ね

37fなdJわ・柁Jbsp．

385■わてゆゐdr由αgr〟gわ‡0gα

二ミリ▲＼什川‘Jりけ〃わりhd川J（川、

40劫0り′みgSp．

テンブタケ属

ウラ〈ミニガサ

ウラベ二ガサ属

カラカサタケ

マントカラカサタケ

カラカサタケ属

ザラエノハラタケ

ハラタケ属

キツネノカラカサ属

ヒト　ヨタケ

ムンナタケ

イタチタケ

ムササピタケ

ナヨタケ属

モユキタケ

二ガクリ　タケ

ア七夕ケ属

41Co〟わαr〟∫　〟坤〟γαgCg〝5カワムラフウセンタケ

1ごC川・′／JJ（けわは（川Jl－り／り▲J川川、〃J

キンチャフウセンタケ

43　Co〟タ〝αrg〟SがわJαCg〟ざ　ムラサキフウセンタケ

44Co〟わ7αrg〟SSp．　　　　　　フウセンタケ属

45ヱ）βγ椚0町毎sp．　　　　　　　　ササタケ属

46q㈲明痛邪的粛正加　　　　　チャツムタケ

47月ゐod坤わ′JJ〟gCmg頭）gg　ウラべ二ホティシメゾ

48月如dゆめ肋SSp．

495■γ0鋸わ〝ひ，CgSSp．

5（）5〟fJJ〟∫加わ〟5

51助描町卯淵血触

525〟gJJ〟Sわがオ〝〟ざ

53乃J坤fJ〟gCα∫ね〝ggc呼ぶ

54月〟gg〟JαCあわ和才dg5

55月〟∫S乙血刀ZgrZCα〃∫

16　〟J／JHJ／（＝・J′／It、∫汀旧

1丁　斤什ヾ∫JJんJんJ〃J川・り廿再

、1トガ／／、ヾ、ヾJ／んJ川、〟Jl〉ん、J／川

1リ〟JJJH†ん7（二l・‘川り．1…J〟M

60月加閤誠＝血壷東都

61月〟Sg〟／αJf肋cgα

62月〟5g〟／αJ¢fdα

63助川融椚田捌ゆ摘那

64月〟5∫乙‘ねg刑gfgcα

65月〟55〟JdSp．

66エαCねγ〟5　〟わ〟g

l号　7．‘Jr・山‖－JJJこl曲げ7－JJ∫

l号7．（J。／州■ノバ（り：l・川JT／J川．ヾ

イッボンシメソ属

オニイグチ属

ヌメリイ　ブチ

チチアワタケ

ア　ミ　タケ

ヌメリ二ガイ　グチ

アイバシPハッ

ク　ロハツ

イロガワリベ二タケ

クサノ、ツモドキ

ヤマブキハツ

カワリハツ

ケショウハツ

ウスムラサキハツ

ヤプレベニタケ

二オイベ二ハッ

トク／＼二タケ

べ二タケ属

チョウンチチタケ

キカラハツモトキ

キチチタケ
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69エαCねγ〟ざ　αね〟血鮎

70エαCねrgαgSp．

Tl C‘川〃〟J汀仙∫／小川でブルJ†J坤川J／∫

72月α椚αγわsp．

73耳わ0〟ざ坤gcね毎払

74的血〟椚ナ′ゆα〝血椚

75ノ47みαわでJJ〟gCOゆβ乃5

76月）妙0和ぎαJ〃gO肋γね

77ル館Cγ噌0γ〟5〃er柁fc㊥β∫

78C明峰如撒＝雨脚お

790gな坤Or〟∫噸ゐ和Jg〝C〝5

80乃′C〝坤0γ〟gCOCCg犯g〟5

81Gわβ坤／ぴ〃〟研ぎゆわrf〝椚

82エビ乃Zgわざ鮎〝J乃〟ざ

ト：ミ　r川り机、／（、＝・り1／（、り／りJ・

＆l rr／（、／J（J♪／J川川わん－〟〃川川

85上）αg血Jg（ゆ5ね5身mCわ7α

86ヱ）αβ（加わ呼ぶね♪〝ゆ〟柁α

87凡脾軸画恒痴血涙

舟▲－卜か徹、J′∫小耳川肌、／／イ用∫

89f）ねoJわα5才〝Cわγ〟5

90月α肋γ柁αJt坤0乃才α

91CαJ〃α如cm乃才的γ椚f5

92　CαJ〃α≠わあ0〝オ乃β乃ざね

ハッタケ

チチタケ属

ミキイロウスタケ

ホウキタケ属

モミ　ジウロコタケ

カノ　シタ

二ンギョウタケ

ハチノ　スタケ

ツヤウチワタケ

ヒトクチタケ

オシロイタケ

ヒイ　ロタケ

キカイカラタケ

カイカラタケ

カワラタケ

シハイタケ

エゴノキタケ

ミイロアミ　タケ

ツガサルノ　コシカケ

ッチグリ

コツフ　タケ

コウボウフデ

ノ　ウタケ

オオノ　ウタケ

リ二ミ上γ（匪八かJJ♪＝ル1〃rJ／〃〃ノ

アラゲホコリタケモドキ

94と叩頭〝成沼♪〝毎払椚

95わ′Cqpg畑0乃如′γ的γ∽β

96わ明細励机卸成椚仰

97物研β乃（郡gJeγSp．

98丁稚〃紺地ノbJfαCgα

99Xykrgα♪0秒∽0ゆゐα

ホコリ　タケ

タヌキノチャブクロ

キホコリ　タケ

ヒメノガステル属

ハナビラ二カワタケ

マメサヤタケ

第330回　宝ケ池観察・採集会

目　時：1995年11月5日（目）暗

49名参加

場　所：京都市北区宝ケ勉周辺

（アカマツ・コナラ林）

頼みの雨も降らずカラカラの宝ケ池だったが，

地元の小寺裕三氏に情報を提供して」頁き，友愛の

広場から梅林園や野鳥の森，桜の森，また，京都

国際会館を見下ろしながら憩いの森や子供の楽園

と思い思いに歩き回りきのこを採集した。その結

果，なんと76種，不明種を含めると85種ものきの



こか集まった。改めて皆さんのきのこに対する情

熱と執念深さ（？）に感心した．中でも，立派な

コガネタケやハタケシメジ，きれいなドクツルタ

ケ，かわいい姿のヒメツチダリ，珍菌のザイモク

イグチも採集され驚かされた。

秋晴れの宝が池を汗を流して走るランナーを見

送りながら秋のきのこ達と楽しい一時を過ごした
一日だった。　　　　　　　　　　　（佐野修治）

採集品リスト

lJ一川／／J川J／（函ブ√〃J

ご坤Ipl汀二l－／叛（川川JJ〟〟

こミ上．、・。♪／J．、仙川J（7（、（・（JJ／1、、ヾ

4エαcc（γね鋸coわγ

5エαccαγわsp．

6C加叩加捌加励め？

7CJfわりみgカ聯乃ご

ざ▲lJ‘イ（川J）J川用汀／1－JJ巧眉

り　▲lわん日脚／ぐ〃r〟Jmイ（J／ぐ〃川

1日C叫両両軸棚油

11Co妙鋸αSp．

1二．lJ亘川（J脚／げ／（、J†んはJ

l：ミF／〝川川J′／／JMJ・（イJJ／掛け

14A椚α乃グねむわ℃5α

15A刑㈲扇ねsp．

16PJ〟お〝5αJγオαゆgJJ㍑ざ

17ル払crOJゆわねSp．

18PαgO¢わねα〝γ紺

＝ぐ。♪J▲山川川わ1川J川／（け／JJ∫

ごlHゝ（J抽〃11／んJJ・t、ぬめJr7

21乃α≠わ′柁JbかJ〟才的γ椚ね？

22乃α妙γgJαSp．

23乃α毎γ柁地sp．

24劫乃αgOJ〟ざSp．

255加坤ゐαγダααgr〝衰乃0gα

26Abg椚αわわ椚αノわざCfc〝Jαγg

27肋gm〟わわ∽αSp．

28乃わり毎sp．

29P oわαfeγrgSfrね7

30f ooわねsp．

31P如才わねsp．

32旅ゐβわ研αSp．

二うこく（？、リノ川り♪J■／ノバ／ん〃′／／油汗

34G（油γわαSp．

35fbズfJJ〃5α～γ0わ椚g〝わざ〟ざ

36月㍑抽反日湖班滋

マツオウジ

ヒメダイダイタケ

ハタケシノン

オオキツネタケ

キツネタケ属

ハイイロシメジ？

コカブイヌシメン

ツブェノシメジ

コザラ　ミ　ノシメジ

ワサビカレバタケ

モリノカレ／ミタケ属

クヌギタケ

エノキタケ

ドクツルタケ

テングタケ属

ウラ〈ミニガサ

カラカサタケ属

コガネタケ

ヒト　ヨタケ

ムジナタケ

ムササピタケ？

ナヨタケ属No．1

ナヨタケ属No．2

ヒカゲタケ属

モユキタケ

ニガクリタケ

クリタケ属

シビレタケ属

ツチスギタケ？

スギタケ属No．1

スギタケ属No．2

ワカフサタケ属

チャツムタケ

ケコガサタケ属

二ワタケ

サケバタケ
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37劫タがg和みoJgf〟Sか紺doJな乃fco由？ザイモクイブチ？

38月〝55打払gmgJGα　　　　　　　　　ドクべニタケ

39エαCねγα5　〝ねわfS？　　　　チョウシチチタケ？

40エαCねγ〟5　α由比おお

41C加血相町抄崩血

ハッタケ

フサヒメホウキタケ

42　5ねタでα刑05才γβα

43ル　rrJJα∫　γ柁椚β〃05祝∫

Ll・l fわ・。JⅢ川／1や（川（7〃〃ア

ポル恒）√－川川／…血／木

46C明勅か撤目前血お

470g融or〝gSp．

48丹C乃坤0γ㍑gCOCCわ7g以5

圭l C／り（、り♪恒JJ〃川∫小のイJ川7

50エβ乃Zfわざ毎〝J乃〝5

5171昭椚βわざ〃β和才coわγ

52ノ1乃JγPdfgJ肋zo〝αね

5371rfc血坤≠〟∽一極gCO〝わあcg〟椚

54瓜融如噸ぬけ明知Ⅶ

55加β血Jg坤ぶたfrgcoわγ

56fセrg〝〝砂0γαOC r0わ㍑Cα

チャウロコタケ

シワタケ

カノ　シタ

ハチノスタケ

ヒトクチタケ

オシ／ロイタケ属

ヒイ　ロタケ

キカイガラタケ

カイカラタケ

カワラタケ

二クウス／ミタケ

ウスバシハイタケ

ミイロアミ　タケ

チャカイガラタケ

ウズラタケ

57凡椚オ坤∫ねか乃gcoJα　　　ツガサルノコシカケ

58C（7乃Odgγ椚αJ〟Cfdα椚　　　　　　　マンネンタケ

59G（7〝Odg門〃α頑がα乃α加椚コフキサルノコシカケ

605■cJβナ℃de〃紹αα柁OJα加椚

615－cJg′pdgr椚α7℃αβ

62　G（ヲα5才γ〟那花α乃〟椚

113ム川（小■J（川中♪りJJ／（・（7

64わ′C噌β摘0乃ゐgg椚αJg

65わ，C呼g摘0〝如γぬ〝弼

66む′Cq夕g摘0邦かγ拘γ椚β

67わ′C坤g摘0〃頭αdfcg〟椚

68わ′C坤e畑0乃Sp．

697元椚gJJαカJわcgα

Ttl．・1〟／イ（、J†／（げ／〝♪小かイ（、／JfJ

71Cz密わお頭α挽加わγα

72CJわγPC拍0γわdgr〟g〃Ogα

73月毎，0柁Jb5打的rf乃α

74ノ4rqγZαSp．

ヒメカタショウロ

コ二七ショウロ

ヒメ　ツチグリ

オ二フスベ

ヒメホコリ　タケ

ホコリ　タケ

タヌキノチャブクP

キホコリタケ

ホコリタケ属

ハナビラニカワタケ

アラゲキクラゲ

ツノマタタケ？

ロクショウグサレキン

モユキビョウタケ

ウツボホコリ属

第331回例会　スライド大会

日　時：1995年12月10日（日）

53名参加

場　所：田中神社弘安殿

年も押し詰まった12月10日朝，ニューフェース



とともに顔なじみも揃い，田中神社の弘安殿はい

っぱいの会員でうまった。今年はきのこが少なか

ったと言われたが，どうしてどうして，午前10時

半から始まったスライド大会は，お酒・ワインな

どの差し入れを頂きながら時のたつのも忘れて，

夕方暗くなるまで延々と続いた。　（橋星　誠）

はじめに　横山和正会長より挨拶があり，小林

久泰氏の司会で進められた。

1．佐野修治氏

『京都御苑で見られたきのこなど』

いろいろなタマゴタケ，ミヤコホウライタケ，

フクロツルタケ，クロハツモドキ，御苑でのきの

こ展のようすと吉見先生，服部夫妻の結婚式のよ

うす，など

2．二「藤伸一氏

『青森で見られた珍しいきのこなど』

ホシアンズタケ，コササクレシロオ二タケ，シ

ロキツネノサカズキモドキ，フサハリタケ，ミヤ

マべニテンブタケ（仮称），クロヤマイグチ，ミ

ヤマコウシタケ，オオシトネタケ，など

3．横山和正氏

『二七ショウロ属によるきのこ中毒』

シロ二七ショウロを2～3個煮て食べたため中

毒したもの（静岡きのこ会からの報告例）

4．武村道雄氏

『アンドンタケや下鴨神社で見られたきのこ』

チャタマコタケ，スッポンタケ，カニノツメ，

シロタマゴタケ，など

《昼　食》

5．荒井　滋氏

『ブラジルで見たシロホウライタケの仲間』

ブラジルアマゾンの風景とそこで見られたきの

6．平山吉澄氏

『モタラの巣から生えたきのこと今年見たきの

こ』

モクラの巣上に出たアシナガスメリ，相良先生

による巣の発掘風景，マクキヌガサタケ，キイロ

スッポンタケ，コウボウノフデ，オ二テンブタケ，

など

7．本多澄夫氏

一31

『三河地方で見られたきのこ』

渥美半島のコツブタケ，オオシロカラカサタケ，

地衣類から生えるきのこ？，アントンタケ，など

《休　憩》

8．佐々木久雄氏

『今年見たきのこ』

ベニテンブタケ，ハナイブチ，クリタケ，八ヶ

岳のドクヤマドリ，ひだの黄色いフウセンタケ属，

など

9．川崎友絵氏

『初めて撮したきのこの写真』

ウロコケシボウズタケ（下鴨神社），アンドン

タケ，コテングタケモトキ，カワウソタケ，マメ

ザヤタケ，など

10．井口　潔氏

『今まであまり本に載ってないきのこたち』

カバイロチャワンタケ，クロサイワイタケ，ウ

スキサナギタケ，マルミノヒガサタケ，ツチヒラ

タケ，ハタケコガサタケ，など

11，吉見昭一氏

『地下生菌と日本冬虫夏草』

5品種に分かれるコツブタケ，チチショウロ，

ツクックホウシタケ，ヌメリタンポタケ，ミ　ミブ

サタケ，など

12．北村宗昭氏

『下鴨神社で見られたきのこ』

ツ／ミナシフミヅキタケの群生風景，など

13．山手万知子氏

『今年撮したきのこ』

フユヤマタケ，オオシロカラカサタケ，群生し

たオオイチョウタケ，カラスタケ，双子のスッポ

ンタケ，ムレオオフウセンタケ，ヒロハアンズタ

ケ，ハエトリシメン，韓国のきのこ採集会で見た

きのこ，など

14．杉山信夫氏

『今年見た冬虫夏草など』

ガヤト、リナガミノツフタケ，ハナヤスリタケ，

ハリケシロヒメフンタケ，フジイロチャワンタケ

モドキ，アカェノホソクビオレタケ，など

おわりに　吉見昭一副会長より挨拶



関西菌類談話会会報投稿案内
ll・投稿は原則として本会会員に限ります0

l2■讐芸警主票の順序は編集委員会の決定－‾l　∴∴

委せください。
4　原稿には表題，著者名，本文の他に必要なら

引用文献（あるいは参考文献）をあげてくだ
さい。

5．別紙に著者名，連絡先，住所，電話番号を書
いて添付して下さい。

6　著者校止は初校だけとし，2日以内に原稿止

本とともに速達郵便で返送してください。
7．掲載された原稿はお返ししませんが，図・写

真に限り著者校止のときにお返しします。
8．写真製版料実費は著者の負担とします。
9．原稿は会報編集長宛にお送りください。

～皆様の投稿をお待ちしております～

◇　かびやきのこに関する記事，図，本誌に関するこ意

見などをお寄せください。

◇　図は黒インクで，少し大きめ（刷り上がりの約1．5

倍）にお書きください。（ボールペンは不可です）

◇　原稿の分量は400′字づめ原稿用紙4～5枚程度とし

ますが，1枚でも半分でも結構です。

◇　写真の掲載を希望される丸ま，編集委員長におたず

ねください。

◇　原稿宛て先

〒520－23滋賀県野洲郡野洲町栄二汀一3

関西菌類談話会会報編集委員長

佐々木久雄

TEL．0775－87－5288

編集委員：岩瀬　剛二，鈴木　雄一，田中　†・尋
橋屋　　誠，九西　婿恵，森本　繁雄

佐野　修治　　　　　　　　（順不同）

表紙によせてトカ1）ススメ／ミチタケCor4ycゆS車ecoc4）hahl（Kl．）Sacc．f・OVCePhala（Penz etSacc・）Y・Kob・

フィー′しトで恐ろしい動物は？と問えばクマ，マムノよりもススノバチーの答えか多い。前者に相まくんえる機会はまず稀だか，

フナ科の樹の廻りに重たけな羽音をたてる体長5cmにもおよぶオオススノハチほ不気味ですらある。近くに巣でもあろうもの

なら　　と思うだに恐ろしい。月‾子は危きに近寄らず，身をかかめて退却か無難。この巨大ススノバチも虫′ト和こ興味をもつ者

ともには背に子実体を伸はして飛翔するメルヘンチックなCookのさし絵にだぷ／）てしまう。

晩秋のある日，ホストのハチに寄生した胞了は突然！利郡的！にその生命を奪い骸は地卜に落卜した。俳綱するアリ，タ二，

ソテム／も近寄らす，落葉が吹き溜まり雪に埋もれて半年余，6月半はU器や胸腺体節から子実体か伸びはじめる。梅雨すぎて

木の問もわの陽ぎしの強まる頃，柄頭か太まり急速にr座か完成する。

子実体にク／刺しにされたかの色鮮やかな祖体，生時そのままの大きな複眼ほか／）て獲物を求め飛翔した中空か見えているの

だろうか　，空即是色†喝！

7JJ24日　京都市左京rX二大文字LlJクヌギの疎林にて。ホストはオオススノハチ陥si・amandarmaSmith

杉山　信夫

＊トカリススハチタケほ多くの．巧で独立種CoゆC¢∫叩C¢加わとされてきた。′」＼林義雄はC∽かゆ川町境血壷とC〃7ゆC¢∫

坤みぞごり吋ゐ誠を同種と考え，トカリススノハチタナを1982年ハチタケ（C坤紺紺ゆ如庖）の品種であるとして新組合せを発表した0

ここてはこかを採用Lた。（日本薗学会会報23巻261ペ一一二／，1982参照）Basionym：Co74ycePso即CゆhalaPenz etSacc

編集後記
「今年はすいぷん秋か早いね。」と色々な人から声がかかります。きのこを通して季節の移り変わりを感じ取る我々きのこ好

きにはたしかにいつもよりきのこの発生か一遇間近く早いようです。また，発生量もここ数年に比へてず一）と多く，楽しみてす。

この号か届く頃には，秋のきのこ／【ス／も終盤にさしかかっていることでしェう。

さて，今回の会報は18号と1射手の合併号としました。掲載されている論文はそれぞれこ興味深い内容で会員各位か知的好奇心

を十分満していただけるものと思います。会報の充子丁を支えて下さ／，た皆さんに感謝申し上げます。　　　　　編集委員長
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